
令和７年度 学力向上プログラム推進事業 

「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」推進校 
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かほく市立高松中学校 



１ 研究主題 

 

自ら学び 高め合う生徒の育成 

～ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して ～ 

 

２ 主題設定の理由 

 

  本校のカリ・マネの柱（＝教育目標を、資質能力を育成する日々の教育活動に活用で

きる見方でとらえ直したもの）は、「自ら学び 豊かに表現する生徒の育成」である。こ

の中でも本校は、授業において「生徒が自ら学ぶ」ところを中心に研究を進める。 

本校の生徒は、素直で、いろいろな活動に真面目に取り組む生徒が多い。また、お互い

分け隔てなく交流し、意見を伝え合う力はよく身についている。その反面、人に頼らず自

分で考えて、根拠に基づいて論理的に考え表現する力や、判断・行動する力、物事に対し

て振り返って自分なりに次の見通しを持ち取り組む力は弱い。 

私たちは、一人一人の子供を主語にする教育をより推進していきたいと考えた。その

ためには、それぞれの個性に応じた学びを引き出し，一人一人の資質・能力を高めていく

ために必要な「個に応じた指導」と、他者と協働しながら学びを深め、必要な資質・能力

を育成する指導を一体的に充実させることが必要不可欠である。生徒が「個別最適な学

び」と「協働的な学び」を一体的に充実させた「主体的・対話的で深い学び」を実現する

ことで、自ら学び高め合う姿になっていくことを目指し、この研究主題を設定した。 
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３ 研究の全体構想 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育の今日的課題 

Society 5.0 の時代に向けて、一人一人の子供を主語にする教育が求

められている。これまでの受け身の学習ではなく、子供自身が課題を見

つけ、考え、解決に向けて行動する力を育むことが重要である。ICT の

発展により、子供は一人一台端末を使い、自分に合ったペースで学ぶこ

とが可能となった。AI を活用した学習支援システムは、子供が自らの

理解度を確認しながら進める学習をサポートする。 

 また、探究的な学びの場では、子供が自分の興味や関心に基づいてテ

ーマを設定し、情報を集め、試行錯誤しながら学んでいく。さらに、協

働的な学びを通じて、多様な意見を尊重し、共に課題を解決する力も養

われる。こうした教育の実現には、子供が自由に考え、学ぶ環境を整え

ることが不可欠である。これからの時代、子供自身が未来を切り拓く力

を身につけることが、教育の大きな目標となる。 

素直で、いろいろな活動に真面目に取り組む生徒が多い。

また、お互い分け隔てなく交流し、意見を伝え合う力はよく

身についている。 

 その反面、人に頼らず自分で考えて、根拠に基づいて論理

的に考え表現する力や、判断・行動する力、物事に対して振

り返り、自分なりに次の見通しを持ち取り組む力は弱い。 

生徒の実態 

自ら学び 高め合う生徒の育成 
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して～ 

研 究 主 題 

 
それぞれの個性に応じた学びを引き出し、一人一人の資質・能力を高めていくために必要

な「個に応じた指導」と、多様な他者と協働しながら学びを深め、必要な資質・能力を育成

する指導を一体的に充実させた、「主体的・対話的で深い学び」につながる指導を実現するこ

とで、自ら学びに向かう力を育成することができるだろう。 

研 究 仮 説 

学校の教育目標 

『知性と創造力に富み、心身ともに健康でたくましい生徒の育成』 

   【めざす生徒像】 

・確かな学力を身に付け、一生懸命に取り組む生徒（知） 

・思いやりがあり、協力奉仕のできる心豊かな生徒（徳） 

・命を大切にし、進んで体を鍛えるたくましい生徒（体） 

・集団の向上をめざし、規則を守る礼儀正しい生徒 

・母校に愛着と誇りを持ち、地域に貢献する生徒 

高中スタイル  

 
具体的な授業の実践  

 
◯子供が自ら学ぶ授業 

◯活動の見通しを持たせる工夫 

◯子供が自分の判断で活動できる時

間を十分に確保 

◯教師は学びの様子を見取り、支援 

◯協働によって学びを深める 

◯学び方について振り返らせる 

 
教科部会  

 
・教材研究 

・ファシリテートの 

技術向上 

・デジタル学習基盤の 

整備と活用 

・評価基準 

・振り返りの活用 など 

充実した授業にするための

４研究部会  
 

Ａ 学習評価の分析、検証 

Ｂ 人間関係づくり 

Ｃ 基礎学力向上 

Ｄ カリ・マネの推進 

自ら学び 豊かに表現する生徒の育成 

カリ・マネの柱 
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４ 研究内容 

 

 子供が自ら学ぶ授業にするために、子供が自分の判断で活動できる時間を十分に確保し、

教師は学びの様子を見取り、支援する授業の形を示した。この形を「高中スタイル」とす

る。高中スタイルでの授業がより充実したものにするには、「A.学習評価の分析、検証」「B.

人間関係づくり」「C.基礎学力向上」「D.カリキュラム・マネジメントの推進」が特に必要

だと考えた。そこで、この４つそれぞれに重点的に取り組む部会を作り、学校全体で研究

を進めていく体制を作った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高中スタイルでの授業実践 

充実した授業にするために 

人間関係

づくり 

基礎学力

向上 
カリ・マネ 

の推進 

学習評価

の 

分析・検証 

子供の活動を中心にした授業の形 
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５ 研究組織                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

研究推進委員会【校長、教頭、◎福島、渡邉、政近、山本美、猪股】 

 
 
 

４研究部会(すべての教員) 

A 学習評価（教師の見取りを含む）の分析、検証 ◎政近、清水、地藤、安原、石垣 

B 人間関係づくり（学習指導と生徒指導の一体化）◎山本美、櫻井、糀元、水牧、永山 

C 基礎学力の向上               ◎猪股、北村、瀧本、上谷、高名、山本佳 

D カリキュラム・マネジメントの推進      ◎渡邉、上谷、糀元、安原 
 
 
 

※研究推進委員会は、学習指導部会としての会議も併せ持ち、週一回行うものとする。 

※研究推進委員会からの提案は、校内研究会の全体会（必要ならば職員会議も）を通し、共通理解を図る。 

その後、教科部会や４部会、キャリア部会、必要なら学年会、分掌部会で具体的な話し合い、実践を行う。 

係 業務内容 福島 渡邉 政近 山本美 猪股 教頭 

学 校 

研 究 

学校研究全体計画立案と推進 

校内研究会、研究推進委員会運営 

各種会議への参加、各種報告 

指導主事訪問の準備 

指導案の形式の提案 

◎ ○     

学年・学級経営案のとりまとめ ◎      

研 修 
研修計画と推進、県外研修計画 ◎     ○ 

ミニ研修会（若プロ） ○ ◎    ○ 

４研究 

部 会 

A 学習評価の分析、検証部会 ○  ◎    

B 人間関係づくり部会 ○   ◎   

C 基礎学力の向上部会 ○    ◎  

D カリキュラム・マネジメントの推進部会 ○ ◎     

教 科 

指 導 
学力調査・授業アンケートの分析と取組 ◎ 〇 ○ ○ ○  

GIGA 
スクール 
構 想 

１人１台端末の効果的な活用 ◯  ◎    

GIGA校内研修推進 ◯  ◎    

校 長 

教 頭 

研究主任＝学習指導部長 

教務主任 

GIGAスクール担当 

４研究部会チーフ 

研究推進委員会 

４
研
究
部
会 

・
学
習
評
価
の
分
析
・
検
証
部
会 

・
人
間
関
係
づ
く
り
部
会 

・
基
礎
学
力
向
上
部
会 

・
カ
リ
・
マ
ネ
の
推
進
部
会 

キ
ャ
リ
ア
部
会 

・
道
徳 

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間 

・
特
別
活
動 

教
科
部
会
、
教
科
代
表
者
会 

校内研修会 全体会 
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６ 研究の経過（校内研修会、教科部会、職員会議は学校研究に関わるものを掲載） 

〇 １学期 

４月 ３日（木） 

校内研修会① 

 ・学校研究の共通理解 

  －カリ・マネの柱について 

－高中スタイルについて 

４月 ９日（水） 

「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」 

第１回推進校連絡協議会 

 ・事業の概要説明 

 ・協議「組織的に研究を推進するための取組」 

４月 ９日（水） 

校内研修会② 

・講義・演習「学校教育における well-beingの学びのデザイン」 

・講師 金沢工業大学基礎教育部 平 真由子 准教授 

４月 15日（火） 

学習集会 

 ・自ら進んで学ぶ力について 

 ・高中スタイルの具体例 

 ・高中スタイルで大切にすること 

５月 ７日（水） 

校内研修会③ 

・４研究部会 

－本年度の取り組みについての提案 

５月 19日（月） 

校内研修会④ 

 ・研究主任による提案授業 

  －２年理科「電流の性質」 

  －授業整理会 

  －指導・助言者 

    金沢教育事務所  小橋 昌明 指導課長 

    金沢教育事務所 本崎  弥 指導主事 

６月 ２日（月） 

校内研修会⑤ 

 ・講義・演習「探究学習とは」 

 ・講師 金沢大学附属コラボレーション推進室 福田 晃 氏 

６月 ４日（水） 

校内研修会⑥ 

 ・４研究部会 

  －取組の具体的な提案と進捗状況の確認 

 ・全体会 

  －４研究部会の報告と取組の周知 

 ・教科部会 

  －セット訪問の日時、内容の検討 

  －11月の学校訪問及び公開研究会での授業について 

  －１学期中に高中スタイルで行う授業の確認 

５月～７月 

セット訪問 

・音楽科  

－指導案検討［5月26日（月）］、研究授業・整理会［6月19日（木）］ 

・英語科  

－指導案検討［7月 7日（月）］、研究授業・整理会［7月18日（金）］ 
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〇 夏季休業中 

７月 25日（金） 

職員会議 

 ・高中スタイルでの指導案様式の変更 

－「導入・深化・自覚化」を「step1・step2・step3」へ 

  －「C→B への手立て」について 

 ・２学期以降の高中スタイルでの授業シート例の提示 

７月 28日（月） 

校内研修会⑦ 

 ・４研究部会 

  －１学期の取組についての振り返りと分析 

  －１学期のアンケート分析 

  －２学期からの取組のアイデア 

 ・教科部会 

  －１学期の授業の振り返りと２学期に向けての確認 

  －要請訪問の指導案検討 

  －学校訪問及び公開研究会の公開授業について 

７月 30日（水） 

校内研修会⑧ 

 ・講義・演習「マイアセスの活用」 

 ・講師 東京書籍北陸支社 吉本 氏・西村 氏 

８月 25日（月） 

高松中学校区 小中連携協議会 

 ・全体会 

  －「子供に委ねる授業」の実践発表（３校研究主任による） 

 ・教科別分科会 

８月 26日（火） 

「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」 

第２回推進校連絡協議会 

 ・推進校１学期の取組について報告 

 ・協議「学力向上に向けた授業づくり」に基づいた学校研究を全職

員で、推進していくための手立てと工夫」 

８月 28日（木） 

校内研修会⑨ 

 ・講義・演習「メタ認知と自己調整学習」 

 ・講師 金沢工業大学メディア情報学部 教授 田中 孝治 氏 

夏季休業中 

セット訪問 

 ・社会科 指導案検討［8月 11日（金）］ 

 ・理 科 指導案検討［8月 18日（月）］ 

 ・数学科 指導案検討［8月 21日（木）］ 
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〇 ２学期 

９月 ３日（水） 

校内研修会⑩ 

 ・４研究部会 

  －２学期からの具体的な取組 

 ・全体会 

  －４研究部会の２学期からの取組を共有 

10月 10日（金） 

学力向上フォーラム 

 ・「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」研究概要を 

研究主任が説明 

９月〜10月 

セット訪問 

 ・社会科 研究授業・整理会［9月 4日（木）］ 

 ・国語科、理 科 研究授業・整理会［9月 10日（水）］ 

 ・数学科 研究授業・整理会［10月 9日（木）］ 

11月 1日（土） 

県外視察① 視察者：山本 美幸 教諭 

 ・大阪教育大学 平野地区 五校園共同研究発表会 

  －共同研究主題「新しい社会を創造する子ども一人一人の育成

をめざした教育課程の実施と教育評価 ～主体性が働く課題

設定能力の育成と学習評価のモデル開発～」 

11月 7日（金） 

公開研究会参加① 参加者：猪股 啓子、安原 広樹 教諭 

・加賀市立山代中学校 

 －研究主題「主体的・対話的で深い学びを追及する生徒の育成 ～

付けたい力を身につけるために自律的に学べる授業構想～」 

11月 14日（金） 

公開研究会参加②  

参加者：福島 栄一、上谷 由喜、櫻井 千明 教諭 

・石川県立金沢錦丘中学校 

－研究主題「自律的に学ぶ生徒の育成 ～生徒が自己有用感を感じ 

られる授業づくりを通して～」 

11月 21日（金） 

「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」研究発表会 

・全体会（多目的ホール） 

 －挨拶 井上 勝文 かほく市教育委員会 教育長 

 －挨拶 中條 隆文 石川県教育委員会 金沢教育事務所 所長 

 －研究概要説明 福島 栄一 研究主任 

 －挨拶 塚田 秀和 校長 

・公開授業                    ※ 巻末資料３参照 

12月 26日（金） 

校内研修会⑪ 

 ・教科部会 

  －資質能力育成シートの作成 

 －本年度の研究のまとめを作成① 
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〇 ３学期 

１月 21日（水） 

校内研修会⑫ 

 ・教科部会 

  －年間指導計画の見直し 

  －本年度の研究のまとめを作成② 

１月 26日（月） 

県外視察② 視察者：安原 広樹 教諭 

 ・足立区立第十二中学校 

－研究主題「ICTを活用した主体的・協働的に学ぶ生徒を育成す 

るための授業改善」 

１月 27日（火） 

県外視察③ 視察者：安原 広樹 教諭 

 ・群馬県吉岡町立吉岡中学校 

  －研修主題「子供を主語にした授業づくり ～HiBALIプラン 5.0 

に視点を当てた授業を目指して～」 

２月 ４日（水） 

公開研究会参加③ 参加者：塚田 秀和 校長 

 ・能美市立寺井中学校 

  －研究主題「新しい時代に必要となる資質・能力を育む単元構想 

の工夫 ～深い学びを実現する授業を目指して～」 

 ・講演「デジタル学習基盤がもたらす授業改善のネクストステージ 

～生成ＡＩとの対話で引き出す高次の資質・能力と深い学び～」 

 ・講師 東京学芸大学教育学部 高橋 純 教授 

２月 19日（木） 

校内研修会⑬ 

 ・講演「生徒の自主性を育てる 〜ファシリテーションの視点も〜」 

 ・講師 本校スクールカウンセラー 古市 俊郎 氏 

２月 20日（金） 

校内研修会⑭ 

 ・４研究部会 

  －来年度の方向性・取組及び検証方法 

３月 ３日（火） 

「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」 

第３回推進校連絡協議会 

 ・推進校の今年度の振り返りと次年度の方向性 

 ・協議「取組の成果をよりよく評価するための工夫と評価項目に 

ついて」 

３月 ４日（水） 

校内研修会⑮ 

 ・研究主任による提案授業 

  －１年理科「火をふく大地」 

 ・講演「複線型授業の授業構想と生徒の見取り」 

 ・講師 東京学芸大学教育学部 高橋 純 教授 
 
 

※ 年間を通して、毎週金曜日４限に研究推進委員会を設定 
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７ ４研究部会の実践 

（１）Ａ 学習評価（教師の見取りを含む）の分析、検証 研究部 

① 実践内容 

・生徒の書いた授業の振り返りの内容について 3段階評価（ＡＢＣ）を行う。 ・・・①   

・振り返りの文字数を集計 ・・・② 

・生徒の授業アンケートと①、②、成績について、それぞれクロス集計を行う。 
 

［ 集計結果 ］ 

  
［ 各教科振り返りシート ］ 
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② 成果及び課題・改善策 

・教師の視点から、振り返り内容が高評価や文章量が充分であると、生徒のアンケ

ートでも良い評価を得られている割合が高い。このことから、委ねられたことで

主体的に取り組み、振り返りをしっかりと書けたと考えられ、自ら学ぶ意識が育

成された。 

・成績によらず生徒のアンケートの評価が良い。このことから、難しいことにも高    

中スタイルで学ぶことで、あきらめずに取り組もう・取り組めたと感じていると

考えられ、自己調整を意識するようになった。 
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（２）Ｂ 人間関係づくり（学習指導と生徒指導の一体化） 研究部 

① 実践内容 

       ・教師と生徒の人間関係がより良いものとなるよう、「教師と生徒の人間関係作り

振り返りシート」を作成した。「自己存在感の感受」に関わるもの４項目、「共

感的な人間関係の育成」に関わるもの４項目、「自己決定の場の提供」に関わる

もの５項目、「安心・安全な風土の醸成」に関わるもの５項目からなっている。

週案に綴り、普段から意識できるようにした。またこのシートの項目について学

期の終わりにアンケートを行い、関係づくりを見直すきっかけとした。 

    ・生徒同士の人間関係がより良いものとなるよう、参考になる実践の情報収集、共

有を行った。特設のエンカウンターだけでなく、ホームルーム時や授業内でのち

ょっとした取り組みで、好き嫌いなく様々な生徒と関わりを持てるような実践を

集め、校内研究会で共有した。 

 

② 成果及び課題・改善策 

・「教師と生徒の人間関係作り振り返りシート」を用いた、教師と生徒の人間関係

づくりでは、教師の意識に、より良い関係を築こうとする様子がみられた。特に

「生徒が活躍したり役割を果たすなど、自己有用感を感じる場を設けている」「生

徒の活動状況を見取り、個に応じた支援を行うことでどの生徒も主体的に活動で

きるように支援している」の項目で、上昇がみられた。２学期にはアンケートの

項目に具体的実践を記入してもらうことで、実践の共有を素早く行うことができ

た。 

・生徒同士の人間関係づくりでは、参考になる実践を共有する中で、２つの有効な

手立てが見えてきた。一つは教師主導で、様々なペアやグループで活動する場を

設けることである。好き嫌いに関わらず、いろいろな生徒と関わることで、抵抗

感を少なくし、学級全体として親和的な雰囲気を育てていきたいと考えている。

もう一つは、協働的な学習場面で、活動の目的を説明し、その目的に沿った学習

ができるよう、生徒間をつなげるなど教師がファシリテートすることである。現

状では、仲の良い者同士が集まりやすい傾向はまだまだあり、教師がファシリテ

ートする力もこれから向上させていきたいと考えている。 
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（３）Ｃ 基礎学力の向上 研究部 

① 実践内容 

ア）テスト計画表の見直し 

・テスト勉強での学習内容をリストアップし、毎日の計画表に振り分ける。(図１) 

    ・振り返りで、「やってよかった学習法」「改善すべきところ」を記入し、次テス

トの計画作成時に活かす。 

  ・「やってよかった学習法」の良い学習法を、クラスの生徒に紹介する。 

イ）小テストに向けての学習の取組 

     ・毎週木曜日に行われている小テスト（５教科）の範囲を１週間前に周知し、

学習環境を整える。 

     ・満点の生徒氏名を掲示し、連続満点者を色分けして表示する。学期ごとに優 

秀者を表彰することで意識を高める。 

ウ）計画的な家庭学習への取組 

     ・帰宅後の目標学習時間を各学年で確認する。帰りＨＲ時に生活ノートに、「学

習開始予定時刻」「学習予定時間」を記入するよう促し、学習後評価を記入す

る。(図２) 

  ・授業の学習予定と課題内容をクラスルームにアップし、クラス全員に周知する。 

エ）朝学習の取組 

  ・３年生・・・受験に向けての学習    

・２年生・・・基礎的な学習（月曜日…国語、火曜日…数学、金曜日…英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ［ 図１ テスト計画表 ］         ［ 図２ 生活ノート ］ 

 

② 成果及び課題・改善策 

・アンケート結果から「自分で計画を立てて家庭学習している」「計画に沿って学  

習を進めることができた」「計画内容を修正したり、工夫したりして学習すること

ができた」の項目が、１・２年は肯定的回答が若干減少したが、２年は「できた」

と言い切った生徒が増加した。学習に対して意識が高い生徒は、さらに意識を向

上させて学習に取り組んでいると思われる。意識の高い生徒と低い生徒の２極化

が進んでいるとも思われるため、日頃から計画的に学習を進める意識づけをつけ
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ていく必要がある。 

・今年度は基礎学力の向上を家庭での学習を中心に実践したが、授業の中でも基礎 

学力を向上させる実践が必要であると思われる。生徒にゆだねる授業を取り入れ

ながら、基礎学力を確実に身につける授業も工夫していく必要がある。 
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（４）Ｄ カリキュラム・マネジメントの推進 研究部 

① 実践内容 

   ・カリキュラム・マネジメントマップを作成し、１年間実施した。 

   ・来年度に向けて修正をしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 成果及び課題・改善策 

・以下の４点を修正したカリキュラム・マネジメントマップを作成する。 

－学年ごとにシートを分ける 

－線で結ぶのではなく、育てたい力で関連付ける。 

－実践後に修正点をすぐに書き込めるスペースをつくる。 

－各教科の年間計画にも関連する記載を加える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ 来年度カリ・マネマップの完成イメージ ］ 



８ 各教科の実践 

（１）国語科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・「委ねる」ことは目的ではなく、手段である。 

・身に付けさせたい教科の資質・能力を生徒が発揮できるような適切な言語活動を 

教師が設定することが必要である。 

・生徒は情報環境があれば自走するわけではない。どのように利用するかまで教師 

が具体的に指導を続けることが必要である。 

 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

      ・公開研究発表会で行った２年「適切な根拠を選んで書こう」の授業では、教科の

資質・能力の育成を念頭におき、説得力のある文章を書くために、根拠の吟味と

根拠・理由付け・意見の整合性という教科の見方を踏まえさせながら、生徒に委

ねた。生徒は学び方（学ぶ時間・学ぶ材料・学ぶ相手等）を主体的に判断しなが

ら、自分に最適だと考える学習を進めていた。一定の成果を得られたのは、身に

付ける資質・能力とそのための単元計画を生徒が主体的に把握し、学習の進捗状

況をメタ認知しながら、学びを持続できたことが大きいと捉える。 

   ・要請訪問で行った１年「蓬莱の玉の枝－『竹取物語』から」の授業では、教科の

資質・能力の育成を念頭におき、自分の考えを確かにして書かせるために、国語

科としての視点を生徒に持たせた上で学び方を委ねているところが効果的だった。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

   ・教師が単元デザインを総合的かつ具体的に描き、それを生徒と単元の冒頭に共有

することによって、生徒が単元の目標（身に付ける資質・能力）や学習計画を把

握することができ、主体的な学びにつながったり、生徒が学習を楽しく行ってい

ると実感することにつながったりした。 

   ・学力が中位の生徒同士が協働的に学ぶことによって、求める教科の資質・能力を

高めることができた。 

   ・教師が、学力が低位の生徒への焦点化した指導を行うことよって、生徒のつまず

きの正確な実態把握につながり、求める教科の資質・能力を高めることができた。 

   （課題・改善策） 

・生徒全員が求める教科の資質・能力の獲得（＝成功体験）を達成できなかったの  

で、単元全体を見通した、その都度の適切な手立てを講じれば改善につながる。 

・生徒が日頃の人間関係で協働的に学ぶ級友を選んでいたため学びが深まらなかっ

たので、学習活動の目的を明確化したり、教科の見方・考え方を具体的に示した

り、生徒に委ねる場面を細分化し条件を付与したりすることで、改善につながる。 

    ・生徒のふり返りを有効活用できなかったため生徒の自己有用感の高まりにつなが
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らなかったので、毎時授業の初めに前時のふり返りの中で本時の学びに有効なも

のを紹介すると改善につながる。 

 

（２）社会科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

 ・活動をさせる際に、いくつか視点を与えると広がりが生まれる。 

（例：消費シミュレーション 消費が生産を促すという視点/貯蓄の必要性） 

   ・高中スタイルで生徒にテーマを決めさせる場合、決めたテーマが教科の学びから

外れないように、教師が助言・修正する必要がある。 

 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

      ・国民の政治参加を促すためにどうすればいいかを発表する際に、どのような発表

形式がよいか自分で選択させた。（３年生 公民的分野） 

・江戸時代に、暮らしやすかった身分を予想させ、同じ身分を選んだ人同士で協働 

して調べ学習をさせた。（２年生 歴史的分野） 

   ・世界の諸地域の学習で、興味を持った州を１つ選択させ、自分でテーマを決めて

調べ学習から発表まで行わせた。（１年生 地理的分野） 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

      ・生徒の主体性が高まった。 

   ・生徒が、自分で次にやりたいことを考えられるようになった。 

   （課題・改善策） 

      ・どれだけ準備をしても、当日の授業の反応がその時になってみないと分からない

ので、その場その場での対応に迫られる。 

   ・特に中～下位層の生徒に対して、知識の保証が難しい。 

   ・学校の授業では学び方を学ぶ、家庭学習では知識を定着させる、というように住

み分けをする。 

 

（３）数学科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・生徒の誤答をとりあげたり、まとめを自分の言葉で書かせたりすることで、数学

的な見方・考え方の定着を図り、数学を利用することのよさを実感させられた。 

   ・前時のつながりをいかした導入をすることで、生徒の課題に対する意識づけが強

まった。 

   ・適用問題をレベル別にすることで個に応じた学習を進めることができ、練習量を

確保することができていた。困っている生徒には、他の生徒を頼る、そのような

生徒を集めて教師が支援する、教え合うなどができていた。 
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   ・課題を解決する過程で、なぜそのように解くのか、求めることができるのかなど

根拠となる性質を利用し、理由を理解させることが大切である。 

 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

       ・公開授業で実施した２年の「平行と合同」の星型多角形の角の和を求める授業で

図形の性質を確認したあと、生徒がじっくり考える時間を多くとった。基本、標

準、発展的な問題を３問考え、オクリンクプラスでそれぞれの求め方を映しなが

ら問題を解き進めた。少なくても標準の問題を解くことを目標にしており、発展

的問題に関しては、解けた生徒に相談しながら解き進めていた生徒が多かった。 

    ・３年「相似な図形」の平行線と比の性質を利用して考える問題で、学びの足跡を

端末に蓄積しておくことで、生徒が既習事項をいつでも振り返り、活用しながら

考えられるようにした。また、オクリンクプラスを活用して補助線等をかきこん

だ図を共有し、生徒が考える際の手掛かりとしたり、交流相手を選ぶ参考とした

りすることができるようにした。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

     ・生徒に委ねる場面を多く取り入れることにより、演習問題等の練習量を多く確保

することができた。 

   ・困っている生徒に教え合う雰囲気ができ、お互いに求め方を確認しあったり、自

分の求め方を他の生徒に説明したりする場面が見られた。理解が難しい生徒には、

基礎内容から教える場面もあった。 

   （課題・改善策） 

      ・数学は、問題を解ければよいというものでなく、なぜそのように求めることがで

きるのかを根拠をもとに理解することが大切である。さらに様々な求め方を考え

たり、その中でどの求め方が最適なのかを考えたりすることも大切である。生徒

に委ねる場面を多く取り入れることで、そのようなことを深めたり、生徒の誤答

を取り上げて間違いやすい内容を確認したりすることを全体に広げることが難し

く、授業の進め方を工夫・改善する必要がある。 

   ・学習内容を身につけるためには、練習量を多くとる必要がある。生徒の様々な考

えを出しまとめた後で、よりよい解き方でたくさんの適応問題を解くのが望まし

いと考える。そのためには、生徒に委ねる場面の途中で全体に、よりよい解き方

を広め深める場面を取る必要があると思われる。学習や指導の内容によって、授

業を柔軟に進める必要があると思われる。 
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（４）理科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・生徒たちが自ら解決できるはずと思える場面を委ねていく。 

   ・教科の見方・考え方を踏まえて、思考する場面を委ねていく。 

   ・１時間でまとめきれないときには、無理にまとめるより次時につなげていけばよい。 

 ・思考の根拠となる事実を確認できたり比較できたりする手立てがあるとよい。 
 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

     ・一人一人の思考が見えて協働が生まれやすくなるようなシートを準備した。 

   ・説明の時間をできるだけ短くすることや動画を使うことで委ねる時間を確保した。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

・班で実験を行うと特定の人が準備・実験をすることが多くなっていたが、これまで

傍観者であった生徒が実験に取り組むようになった。 

   ・新しくできたグループ内で話しながら進めるようになった。 

    ・いままで内容が分からなくて授業内容に手を付けることができなかった生徒も、少

し粘り強く取り組む姿が見られた。 

   ・生徒がそれぞれの理解度に合わせて、自分の意見をまとめることができていた。 

   （課題・改善策） 

・目的をもって集まるのではなく固定化したメンバーで集まってしまう。 

・グループによっては協働が進まない。 

・他のグループとの協働がなく、自分のグループの結果だけで課題に対する結論を出

そうとしてしまう。 

・「実験などは最初の班単位で行い、その中で解決できないときは必要に応じてほか

の班の様子を見に行ってもよい」とするなどして、必要性がないままにグループを

作るのではなく、躓いたときやわからないとき、深めたいときなどの必要性に応じ

て協働を取れるようにする。 

・課題を工夫するなどして、協働が必要になるような課題を設定する。また、ほかの人

との協働を通して、自分の考えがより良く洗練させるよう、取り組ませる。 
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（５）音楽科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・鑑賞授業で、高中スタイルを取り入れられないか考え、行ってみた。単なる調べ学

習になってしまい、面白くないと感じた。また、協働する場面もうまく組み込むこ

とができなかった。鑑賞活動を通して、思考を深めていく授業デザインの工夫が大

切である。 

・オクリンクプラスを使っての、自分が調べる項目についての意思表示場面を取り入

れたことはよかった。また、それによって他者参照し、情報共有する工夫がなされ

ておりよかった。 

・学習途中での「何で？」という疑問を手掛かりに、調べ学習につなげられると、必

然性が生まれる。教師がねらいにもとづいた見取りをし、うまくファシリテートで

きるとよい。 

・書籍の準備などもあり、環境面での準備がよかった。準備された資料等を使って、

調べたい項目について、方法を選択し、情報収集する姿が見られた。音楽科の授業

であるので、音を介して確かめるような展開があると一層よい。 

・「思考・判断・表現」のところでも、高中スタイルの授業が展開できるのではない

か。見取りの視点を音楽的な要素の「リズム・構成」などにして、知覚と感受が往

還するような授業展開も考えられる。 

・振り返りでは「学び方」を言語化する工夫が必要である。 

 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

      ・合唱コンクールに向けての取り組みでは、音楽的な見方・考え方（旋律、和音、構

成、声部のバランス等）を働かせて課題意識を持たせ、生徒たち自身でパートリー

ダーを中心に、パート練習を進められるようにした。自分たちで合唱を作りあげよ

うという意欲が高まった。 

      ・音楽鑑賞の授業で学んだことを元に、自分が更に調べてみたいことについて、調べ、 

共有する時間を持ったことで、学習に広がりや深まりが見られた。 

    ・リコーダーの学習では、既習曲の中から自分が取り組みたい曲を選び、音楽的な見

方・考え方（フレーズ、速度、強弱等）を働かせて練習した。自分の能力に応じた

選曲や速度の設定ができるので、練習への意欲が高まった。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

       ・今年度は、合唱練習やリコーダーの練習、鑑賞の調べ学習場面のような「知識・技

能」の力をつけたい場面で高中スタイルを取り入れた。これらは「個別最適な学び」

につながり、意欲を喚起するのに効果的だった。 

   （課題・改善策） 

      ・今後は「思考・判断・表現」にスポットを当てたような場面でも高中スタイルを取
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り入れ、協働的な学びができるような授業展開を考えたい。 

・授業の振り返りにおいて、「学び方」について自己評価できる力や、メタ認知の力を

つけるための工夫をしたい。 

 

（６）美術科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・題材の設定や、ゴールを見通してやる気を持って生徒が取り組んでいる。 

    ・初めに意識したいことを考えた後に、それらをアウトプットする場面を入れると効  

果的である。 

   ・１時間の中で鑑賞して質問が出来るフリータイムを設けて交流する時間（個々のタ

イミングで決めて）があると生徒に委ねながら考えを深めさせることが可能である。 

 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

・課題を達成するために考えてほしいことを伝える。どのような方法で考えていくの 

がやりやすいかを生徒に決めさせる。その際に意識して欲しい見方や考え方は先に

全体で共有する形で実践。 

    ・制作時の表現方法や工夫点は、これまで学んできたことや、やってみたい表現など

から生徒自身に考えさせた。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

      ・課題解決に向けて本時に考えることを複数設定し、どのように考えていくかを生徒

に決めさせた。それにより、複数の視点から考えることが出来たことと、全体の場

を共有するために各グループで真剣に考える様子が見られた。 

  ・高中スタイルでいろいろな教科で取り組みを行っているため、グループ内での役割

分担などをスムーズに行うことができた。 

   （課題・改善策） 

・考え方の振り返りを１００字程度で行うと、入力する時間の確保が課題である。 
 

（７）保健体育科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・学習環境○ → いろいろな場や資料があった 

  ・見取り、働きかけ○ 

   →できていない生徒、停滞している生徒への声掛けや同じ技の生徒同士をつなぐ声

掛け 

・単元のゴールの意識をして活動ができているかを考える 

  ・事前に知識（技のポイント）を確認する 

   →生徒同士で教え合ったりする場面がもっと増えるのでは？ 
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    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

      ・陸上競技（リレー）でペアでより良いバトンパスを目指して、各ペアでバトンパス

の練習や動画でのチェック、仲間や先生にチェックもらってアドバイスをもらうな

どを生徒にゆだねて授業をした。 

  ・球技（バスケットボール、バレーボール）では、球技大会に向けて自分自身やチーム 

の課題に応じて練習を自分たちで考え、活動する授業をした。 

    ・器械運動（マット運動）で、様々な技の習得や出来栄えの向上の練習を自ら選択し、

練習をする活動をした。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

        ・高中スタイルの授業を実施することで、運動が苦手、得意にかかわらず自分の課題

に向かって活動する姿が見られ、仲間と交流する場面も多かった。 

   （課題・改善策） 

・球技などの集団スポーツでは個人の課題とチームの課題が必ずしも一致することは

なく（例：バレーで個人はサーブが課題だが、チームはパスが課題）その面の調整が

生徒は難しく、個人よりチーム練習が中心になる場面があった。 

   ・器械運動は、できる生徒とできない生徒が分かれるため、できない生徒への声掛けに

重点が置かれ、できる生徒への支援が十分にできなかった。 

 

（８）英語科 

① 学校訪問・要請訪問の授業整理会より 

・授業後に整理会を行うことで、教員同士が率直に意見を交わすことができ、同僚性の

高まりを実感した。互いの実践を尊重し合いながら改善点を共有できる、建設的な協

議の場となっていた。 

    ・授業中の声掛けをできるだけ英語で行うことで、教室全体が「英語を使う場」として 

意識づけられ、生徒が英語に触れる時間と量を自然に増やすことができた。 

    ・単元目標を明確に書いて提示したことで、授業のねらいが焦点化され、生徒・教師双 

方が学習のゴールを意識しながら授業を進めることができた。 

    ・授業を振り返る視点が共有されることで、「何を大切にした授業だったのか」が明確

になり、次の授業改善につながる具体的な示唆を得ることができた。 

 

    ② 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫の実践例 

   ・メスキルヒ市の生徒に向けて日本の学校生活を紹介する活動を通して、「誰に・何の 

ために伝えるのか」を意識した表現活動を設定した。 

・目的・場面・状況を明確にした授業構成により、生徒は内容や表現を自分で取捨選択 

しながら、相手意識をもって言語活動に取り組む姿が見られた。 

・教師が細かく指示するのではなく、生徒に判断を委ねる場面を意図的に設けることで、 
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生徒自身が教科の見方・考え方を働かせながら学習を進めることができた。 

・伝えたい内容をどう表現するかを考える過程で、生徒の主体性や創意工夫が引き出さ 

れ、学習への意欲の高まりが感じられた。 

 

   ③ 高中スタイルで取り組んだ成果及び課題・改善策 

   （成果） 

      ・前時の振り返りを次の授業に意識的につなげることで、生徒が自分の課題や成長を自 

覚しながら学習を積み重ねる姿が定着してきている。 

   ・テーマに沿って内容を整理し、まとまりのある文章を書こうとする生徒が増え、表現 

の一貫性や論理性が向上してきた。 

   （課題・改善策） 

・一方で、表現が形式的になってしまう生徒もいるため、今後は具体例や自分の考えを 

より深く盛り込めるような支援や問い掛けを工夫していく必要がある。 

   ・引き続き、生徒の振り返りを授業改善に生かしながら、書くこと・伝えることの質 

を高める指導を継続していきたい。 
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９ 研究のまとめ 

（１）成果 

 ・「生徒に委ねる」ことを意識した授業が増えた。 

   ・「高中スタイル」という形の授業を展開する中で、教師が、どのような授業を展開 

すれば子供が授業内で主体的に学ぼうとするのかを、より深く考えることができた。 

   ・生徒間に安心して学習する土台ができた。このことは、協働的な学習を進める上で

強みとなっている。 

    ・「高中スタイル」の授業を続けることで、生徒の中で、普段の授業についても、自ら

学びを進めることへの意識が高まってきている。 

 

（２）課題 

・授業の中で学習内容をより深めるために、さらなる改善が必要である。生徒が、各

教科の見方・考え方を働かせて授業に臨めるような工夫をより意識していく。 

     ・自分で考えて行動する力を十分に育成できていない生徒もおり、さらなる支援を考 

える必要がある。 

・教科の特性から「高中スタイル」の授業の展開が難しい場面もあった。 

 

（３）今後に向けて 

      ・生徒が自分の判断で教科の見方・考え方を使うことができるようにするために、教 

科の見方・考え方を生徒と共有する。 

    ・来年度も年度当初に、学習集会等の機会を設け、授業モデル（高中スタイル）に取

り組む意味やポイントを提示し、教職員と生徒間で共通理解を図る。 

    ・４研究部会による研究をさらに推進する。研究結果の具体的な検証も実施する。 

    ・引き続き全職員で授業作りを実践する。授業を充実させるための教科部会を適宜行

いながら、経験や実績を積み上げ成果や課題を共有する。 

   ・「高中スタイル」の大筋は変更しないものの、教科の特性を加味した形とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-23-



 

＝ 資料 １＝ 

高中スタイル（令和７年度 授業モデル） 
 

＝ 資料 ２＝ 
 

     「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」 

学校研究の現在地（２年目） 
 

＝ 資料 ３＝ 
 

    公開発表研究会（令和７年 11月 21日実施） 

学習指導案・研究概要 
 

 

 

 



 
＝ 資料 １＝ 



 
＝ 資料 ２＝ 



 

 

 石川県教育委員会指定 

令和７年度 学力向上プログラム推進事業 

「令和の日本型学校教育の具現化に向けた実証研究」 
 

 

研 究 発 表 会 

学習指導案・研究概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月２１日（金） 

かほく市立高松中学校 

＝ 資料 ３＝ 



 

 

学 習 指 導 案 
 

 

５限 公開授業① １４：１０～１５：００ 

 
学年・組 教 科 単元・題材名 指導者 場 所 ページ 

１年１組 数 学 比例と反比例 高名 智之 １年１組 １ 

１年２組 美 術 暮らしをいろどる文様 清水  駿 美術室 ３ 

１年３組 英 語 Unit8 Think Globally, Act Locally 上谷 由喜 １年３組 ５ 

２年１組 音 楽 交響曲第５番ハ短調 山本 美幸 ２年１組 ７ 

２年２組 数 学 平行と合同 猪股 啓子 ２年２組 ９ 

２年３組 国 語 適切な根拠を選んで書こう（※） 安原 広樹 ２年３組 11 

３年２組 
英語(標準) Unit5 

What makes a good leader? 

地藤 璃紅 英語科教室 15 

英語(基礎) 北村 菜月 ３年２組 17 

３年３組 理 科 仕事とエネルギー 政近 顕純 第２理科室 19 

 

６限 公開授業② １５：１５～１６：０５ 

 
学年・組 教 科 単元・題材名 指導者 場 所 ページ 

１年１組 社 会 世界の諸地域（※） 櫻井 千明 １年１組 21 

１年２組 保健体育 器械運動～マット運動～ 石垣 孝明 体育館 25 

１年３組 国 語 今に生きる言葉 瀧本アンナ １年３組 27 

２年２組 英語(標準) 
Unit6 

How can we make a good presentation? 
糀元 桜児 英語科教室 29 

３年２組 社 会 生産と労働 山本 佳依 ３年２組 31 

３年３組 数学(標準) 相似な図形（※） 渡邉  聡 ３年３組 33 
 

（※）学習指導案を細案で作成、他は本時案で作成 

 

 

 



１年１組   数学科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

                            場 所 １年１組教室  

                            指導者 高名 智之 

１ 単元名 比例と反比例 

 

２ 本時の学習 

(１) 小単元名 比例と反比例の利用 

(２) ねらい 

    具体的な事象の中の数量の関係が比例や反比例であることを見いだし、問題を解決すること

ができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

(３) 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫 

    比例とみなすと、表や式で求めることができることを確認し、既習事項をヒントに出しなが

ら問題を解かせる。 

    

(４) 準備 

   クロムブック 

 

(５) 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点(・)と評価(◎) 

Step1 

５ 

 

 

２ 

 

 

 

 

Step２ 

３５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 海岸の漂着ごみの量を推定する問題の解

き方を考える。 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

 

３ かほく市のゴミの量を推測する。 

 

 

 

 

 

 

 

・かほく市、津幡町、内灘町の人口がわかれば

いい。 

・かほく市の人口は約 35,000人だ。 

・1人あたりのゴミの量を求めればよさそう。 

 

 

 

 

４ かほく市の海岸のゴミの量を推定する。 

・１学期の海岸清掃をしたことを想起

させ、課題への関心を引く。 

 

 

 

 

 

 

 

・河北郡市のゴミの量、面積、人口など

の資料を用意する。 

 

・計算を簡単にするため、概数で求め

させる。 

 

・ゴミがまんべんなく散らばっている

と仮定すると、比例とみなせること

を確認する。 

 

・表や式を使って考えさせる。 

 

・オクリンクプラスで全体に考えを共

有する。 

 

 

 

・実際に海岸清掃を行った写真と、拾

ったゴミの量を提示する。 

 

 

 

 

 

かほく市のゴミの量を推測するにはどう考えればよいか。 

５月の河北郡市（かほく市、津幡町、内灘

町）で処分されたごみの量は 2748ｔであ

る。かほく市のごみの量を推測しなさい。 

５月のゴミ拾いで、２ｋｍで１００ｋｇご

みを拾えた。かほく市の海岸を１１ｋｍと

して、５月のかほく市の海岸のゴミの量を

推測しなさい。 
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Step３ 

３ 

 

 

 

５ 

 

 

・海岸に均等にごみが落ちているとすると、比

例とみなして計算できそう。 

・１ｋｍあたりのゴミの量が分かれば推測で

きそう。 

・ y を x の式で表すと、計算できそう。 

 

 

５ 課題に対するまとめを考える。 

 

 

 

 

６ 振り返りをする。 

 

◎具体的な事象の中の数量の関係が比

例や反比例であることを見いだし、

問題を解決することができる。    

…思考力・判断力・表現力等 

（発言、ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

・学び方に関する振り返りをする。 

 

 

（７）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜かほく市のゴミの量を推測するにはどう考えればよいか。＞ 

 
課題 

まとめ 

人口や面積をもとにして、比例とみ

なして考えればよい。 

人口や面積をもとにして、比例とみなして考えればよい。 

２㎞で 100 ㎏なら、 

１㎞で 50 ㎏である 

11 ㎞では 550 ㎏となる 

yx50x と表せる。 

xx11 を代入すると、 

yx500 となるから、 

550 ㎏である。 

ゴミの量は 2748000 ㎏

河北郡市の人口は約 10

万人 

1 人当たり 27,48 ㎏ 

だから、かほく市のゴ

ミの量は約 961800 ㎏

と推測できる。 
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１年２組 美術 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 美術室 

指導者 清水 駿 

１ 題材名 暮らしをいろどる文様 
 

２ 本時の学習 

（１） 題材名 暮らしをいろどる文様 

（２） ねらい 

 日本や諸外国の文様の造形的なよさや美しさを感じ取り、表現の工夫や文様に込められた願

い、生活との関わりについて考えるなどして、見方や感じ方を広げている。 

               （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 文様の基となるモチーフを考え、感謝の気持ちを込めたメッセージカードづくりにつなげら

れるように、参考となる文様の形・色・モチーフ・構成の工夫を探らせる。 

（４） 準備 

 参考写真、参考作品など 

 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

３ 

 

 

３ 

 

 

 

Step2 

17～27 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

Step3 

15～5 

 

  

 

 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

２ 参考作品を見て第一印象を発表する。 

・キレイ ・カラフル ・不思議 

・なつかしい            など 

 

３ 文様がどのようにグループ分けされている   

か考えよう。 

・形や色、模様の大きさで分けている。 

・何をモチーフにしているかで分けている。 

・楽しそう、落ち着くなどの表している感情

で分けている。          など 

 

４ 吉祥文様と生活との関わりについて考え

る。 

・いろいろな物に使われている。 

（服、工芸品、お祝いの品など） 

 ・長寿、繁栄、健康、厄除け、人々の幸せ、

願い、思い などが込められている。 

５ 文様に込められている工夫はなんだろう 

 ・簡略化 ・繰り返し ・組み合わせる 

 ・色づかい ・色の配置 など 

 

６ 考えたことを全体で共有する。 

 ３ ４ ５の学習活動で出た意見などから見方

や感じ方を広げる。 

 

 

 

 

 

 

 

・思いつくことをどんどん出せるように

声かけをする。 

 

 

・３ ４ ５の学習活動について、どのよ

うな方法で考えていくのかを生徒に問

いかけ、決定させる。 

（グループごとに同時に考えていく場合は 

17 分で行い、段階的にみんなで考えてい

く場合は 27 分で行う。） 

 

◎日本や諸外国の文様の造形的なよさや

美しさを感じ取り、表現の工夫や文様

に込められた願い、生活との関わりに

ついて考えるなどして、見方や感じ方

を広げている。…思考・判断・表現 

（ワークシート、観察、机間指導） 

 

 

 

 

 

・３ ４ ５をみんなで考えていく場合は

５分で行い、グループで同時に考えた

場合は 15分で共有させる。 

 

 

文様に込められた願いや工夫にはどんなものがあるだろう 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 

  

 

 

 

 

 

 ３ 

 

 

 

 ５ 

７ 課題に対するまとめを考える。 

 

 

 

 

 

 

８ 自分が文様をつくるならどんな願いを込め

るか考える。 

  ・みんなの幸せ ・感謝 ・健康祈願  

・平和への思い        など 

９ 学び方の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

・オリジナルの文様をデザインし、メッ

セージカード制作につなげることを伝

え、見通しを持たせる。 

・縁起の良いモチーフを使い、人々の幸せを願って表現している。 

・モチーフを簡略化し、組み合わせることで文様に思いを込めている。 

・身近な物に文様を取り入れ、健康や厄除けを祈っている。   など 

課題 < 文様に込められた願いや工夫にはどんなものがあるだろう > 

〇第一印象 

・キレイ ・カラフル 

・不思議 ・なつかしい 

                      

・縁起の良いモチーフを使い、人々の幸せを願って表現している。 

・モチーフを簡略化し、組み合わせることで文様に思いを込めている。 

・身近な物に文様を取り入れ、健康や厄除けを祈っている。 

まとめ 

1.文様はどのようにグループ分けされている? 

2.吉祥文様と生活との関わり 

3.文様に込められている工夫はなんだろう 

〇考えること 

-4-



1年３組 英語科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 １年３組教室 

指導者 上谷 由喜 

１ 単元名 Unit8 Think Globally, Act Locally 

 

２ 本時の学習 

（１） 小単元名 Unit Activity 

（２） ねらい 

 かほく市民に、市をより Well-being にするための方策と協力を呼びかけるため、自分たち

の取り組みや学び、思いが伝わるよう内容を工夫し、友達と原稿を見比べながら、よりよい原

稿を書くことができる。                 （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 「かほく市民に、みんなでかほく市をより Well-being にするために、総合的な学習での学

びを伝え、協力を呼びかけよう」というテーマ設定である。英語科の学習と総合的な学習の時

間での探究活動を関連づける。どのような内容で、どのように表現をすれば協力を促すことが

できるのかを工夫し、情報を整理しながら自分の考えや意見を再構築させていく。 

（４） 準備 

 クロムブック、ワークシート（思考ツール）、単元計画と振り返りのスプレッドシート 

 

（５） 指導過程 

 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

３ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

５ 

 

１ 前時に作成した原稿を確認する。 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の原稿の内容を再度見直し、再構築し

ていく。 

・もっとわかりやすい言葉にしよう。 

 ・呼びかけなど、ポジティブな表現にしよ

う。 

 ・短い文章にしよう。 

 ・接続詞を使って、まとまりのある文にしよ

う。 

 ・意見に対して理由を書こう。 

 

 

 

 

 

 

４ 課題に対するまとめを考える。 

・前時に自分がどんな原稿を書いていた

のか思いださせる。 

 

 

 

・見通しをもたせるため、本時の流れを

黒板に掲示しておく。 

・本時に自分が工夫する点は何かを考え

させる。 

 

・文の構成や既習表現、使いそうな表現

を黒板に掲示しておく。 

・誰に対して発信するのかを再確認す

る。 

・必要に応じて、友達の原稿と比較した

り、ALTに質問したりするよう指示す

る。 

◎かほく市民に、市をより Well-being 

にするための方策と協力を呼びかける

ため、自分たちの取り組みや学び、思

いが伝わるよう内容を工夫し、友達と

原稿を見比べながら、よりよい原稿を

書くことができる。 

…思考・判断・表現（ドキュメント） 

 

・本時の最初のメッセージと、再構築し

て完成したメッセージを比べ、学び方

を振り返らせる。 

どんな内容の原稿を書けば自分の思いがかほく市民に伝わるだろう？ 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

課題 <どんな内容の原稿を書けば自分の思いがかほく市民に伝わるだろう？> 

             

                      
to＋動詞の原形 

need  

want 

try 

can 

Well-being 

fiber 

clean the beach 

plastic waste 

upcycle A into B 

local produce 

traditional (craft) industry 

＜文の構成（例）＞ 
①タイトル 
②内容 
③メッセージ 
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２年１組 音楽科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 音楽室 

指導者 山本 美幸 

 

１ 題材名 曲想と音楽の構造との関わりを理解して、その魅力を味わおう 

交響曲第 5番 ハ短調 （L.ｖ.ベートーヴェン作曲） 

 

２ 本時の学習 

（１） 題材名 「ベートーヴェン作曲 交響曲第５番」の謎を探ろう 

 

（２） ねらい 

「交響曲第５番ハ短調」の曲想と音楽の構造との関わりに関心をもち、調べる項目やツールを

主体的に選択し、意欲的に学習活動に取り組んでいる。   （学びに向かう力、人間性等） 

 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 第１時で学習した内容から、「なぜ？」につながるような項目をいくつか準備し、そこから自

分で選んで調べる。学習に使うツールや仲間との助け合いを生徒に委ね、「謎を探る」というス

タンスで意欲を喚起する。 

 

（４） 準備 

 この楽曲に関する書籍、クロムブック、キーワードを書いたカード、クラスルームに音源を

あげる 

 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step１ 

２ 

1 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

Step２ 

２７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 校歌を歌う。 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

３ 前時に学習した内容の中から、自分はどの

項目について調べるかを決め、オクリンク

のカードに記入する。 

・なぜ「運命」と名付けられたかについて調

べよう。 

・「形式の違い」を聴き比べよう。 

 

４ 書籍、ネット、音源などを利用して、自分

が取り組む項目を調べ、分かったことをカ

ードに記入する。 

・ベートーヴェンは難聴に苦しみながらも作

曲を続けたんだな。 

・ソナタ形式とリトルネッロ形式の違いはな

んだろう。 

・動機のリズムが繰り返されることで、何か

が迫ってくるような感じがするな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「ベートーヴェンの人物像」「作曲技

法」など、ビバルディの「春」とも比

較しながら、調べる項目のヒントを出

す。 

 

 

 

・自分で理解したことだけ記入するよう

促す。 

・情報交換しながら進めてよいことにす

る。 

・調べたことと楽曲が結びつくよう、音

源を十分利用するよう促す。 

◎「交響曲第５番ハ短調」の曲想と音楽

の構造との関わりに関心をもち、調べ

る項目やツールを主体的に選択し、意

欲的に調べ活動に取り組んでいる。 

…主体的に学習に向かう態度 

（観察、成果物） 

「ベートーヴェン作曲 交響曲第５番」の謎を探ろう 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step３ 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

５ 記入したカードをオクリンクプラスの提出

ボックスに提出する。 

 

６ 謎にどれだけ迫れたかを数人、発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 振り返りをする。 

・他の生徒が調べたものについて目を通

させる。 

 

・発表内容に沿って音源も流し、みんな

で確認する。 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習で粘り強く取り組めたか

や、どんな学び方の工夫をしたかを中

心に振り返らせる。 

 

（例）ダダダダーンという動機のリズムと、「運命が扉をたたく」とべートーヴェ

ンが言ったことが元になり「運命」と名づけられた。特に第 1主題は何かが追いかけ

て来るようで、困難な運命を表しているように感じられる。 

課題 ＜「ベートーヴェン作曲 交響曲第５番」の謎を探ろう＞ 

 

 

「ベートーヴェン作曲 交響曲第５番」の謎を探           

                  

 授業の流れ 

まとめ 

調べるキーワード 

（例）ダダダダーンという動機のリズムと、「運命が扉をたたく」とべートーヴェ

ンが言ったことが元になり「運命」と名付けられた。特に第 1主題は何かが追いかけ

て来るようで、困難な運命を表しているように感じられる。 
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２年２組 数学科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 ２年２組教室 

指導者 猪股 啓子 

１ 単元名   平行と合同 
 
２ 本時の学習 

（１） 小単元名 平行線と角 

 

（２） ねらい  

角の和の求め方を、補助線や根拠となる図形の性質を明らかにして説明することができる。 

（思考力、判断力、表現力等） 

 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

問題を数種類準備し、どの問題を解くのか自分で選ぶよう指示する。また、解くための手立

て（平行線の性質、三角形の角の性質など）のプレートを提示し、どの手立てを利用したか、

どのように利用したかを考えさせ、クロムブックに記入するよう指示する。できれば２つ以上

の問題を解くよう指示する。 

 

（４） 準備 

 図形の性質のプレート、問題の図（提示用）、クロムブック、オクリンクプラス 

 問題のプリント（メモ用） 

 

（５） 指導過程 

     次頁に示す 

 

（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜角の和はどのように求めることができるだろう＞ 

〔今まで学習した性質〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形の中で、三角形や四角形、凹型四角形などの図形

を見つけ、図形の性質を利用して角を集めたり、移動

したりすることで、角の和を求めることができる。 

まとめ 

課題 
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（５） 指導過程 

 

 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

２ 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

Step2 

２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
   

１０ 

 

 

 

 

 

Step3 

２ 

 
    
 

５ 

１ 問題を知る。 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

３ 学習した図形の性質を確認する。 

・平行線の同位角、錯角は等しい。 

・対頂角は等しい。 

・三角形の内角、外角の性質 

・ｎ角形の内角の和は、180°×(n‐2)  

 ・凹型四角形の角の性質 

 

４ 自分で問題を決めて、求め方、答えをクロ

ムブックに記入する。 

・      ・       ・ 

 

 

 

・      ・       ・ 

 

 

 

 

 

５ なぜ４のように求めることができるか紹介

する。 

・補助線をひいて、三角形と凹型四角形に分

ける。 

・図形の中で凹型四角形を見つける。 

 

６ 課題に対するまとめを考える。 

 

 

 

 
 
７ 振り返りをする。 

・問題を提示し、印をつけた角を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の図形の性質を確認し、黒板に

提示する。 

 

 

 

・手書きで記入できるシートを準備し

ておく。 

・一人一つ以上の問題を自分で選び、

角の和を求めるよう指示する。 

・求め方となぜその求め方ができるの

か根拠をシートに記入するよう指示

する。 

・補助線を引いてもよいことを確認す

る。 

◎角の和の求め方を、補助線や根拠と

なる図形の性質を明らかにして説明

することができる。 

…思考・判断・表現 
（シート、観察） 

・ほかの生徒のシートを見て、なぜそ

のように求められるのか理由を考え

るよう指示する。 
 
・生徒が求めた問題をいくつか紹介

し、利用した特徴、性質を確認しな

がら性質のプレートを貼る。 

 

 

 

 

 

・特にどの特徴や性質を使って求める

とどのような利点があるか、本時の

学習の進め方について振り返らせ

る。 

角の和はどのように求めることができるだろう？ 

図形の中で、三角形や四角形、凹型四角形などの図形を見つけ、図形の性質を利用して

角を集めたり、移動したりすることで、角の和を求めることができる。 

360° 180° 

720° 
540° 180° 

180° 

印をつけた角の和を求めよう。また、その求め方も説明しよう。 
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２年３組 国語科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 ２年３組教室 

指導者 安原 広樹 

 

１ 単元名 中学生が語る―地球の未来～SDGsの達成に向けた県民への提言～ 

 

２ 単元の目標 

（１）意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解することができる。   

 [知識及び技能]（２）ア

（２）伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、文章の構成や 

展開を工夫することができる。       [思考力、判断力、表現力等]Ｂ書くこと（１）イ 

（３）根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、 

自分の考えが伝わる意見文になるよう工夫することができる。 

 [思考力、判断力、表現力等]Ｂ書くこと（１）ウ 

（４）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にして、

思いや考えを伝え合おうとする。             「学びに向かう力、人間性等」 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・意見と根拠、具体と抽象など

情報と情報との関係について

理解している。  （２）ア 

・「書くこと」において、伝えた

いことが分かりやすく伝わる

ように、段落相互の関係など

を明確にし、文章の構成や展

開を工夫している。 

Ｂ（１）イ 

・「書くこと」において、根拠の

適切さを考えて説明や具体例

を加えたり、表現の効果を考

えて描写したりするなど、自

分の考えが伝わる意見文にな

るよう工夫している。 

Ｂ（１）ウ 

・進んで根拠の適切さを吟味

し、学習の見通しをもって、

SDGｓの達成に向けた意見文

を書こうとしている。 

 

４ 指導にあたって 

（１） 教材観 

 「適切な根拠を選んで書こう」は、１年時の「根拠を明確にして書こう」の既習を踏まえ

て、３年時の「考えを効果的に伝えよう」に向かって、適切な根拠の吟味について思考を深め

る位置づけとなる。根拠そのものに信頼性があるか、意見と根拠の結び付き（「理由づけ」）に

曖昧さや無理がないか、根拠を挙げる際に他の可能性を無視していないかなど、根拠の妥当性

を評価すること、すなわち吟味する力を身につけるのに適した教材である。そして、意見を支

える適切な根拠を示し、妥当な「理由づけ」をすることが、相手からの納得を得る、説得力の

ある意見文となることを理解するのに適した教材といえよう。そのうえで、社会における関心

事について情報を集めたり、積極的に意見をもったりと主体的に意見文を書くきっかけとなる

教材ともいえる。 

 

（２） 生徒観 

 以下は、９月に行った授業アンケートの結果である。 

項目 肯定的評価（％） 

①国語の授業は好きですか。 86.2 

②あなたは意見文を書く力が身についていると思いますか。 34.4 

③あなたは意見を述べる際に根拠を示していますか。 50.3 

④あなたは説得力の高い意見文に根拠が必要だと思いますか。 100 
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 「書くこと」において、１年時の「根拠を示して説明しよう」の学習を通して、自分の考え

の説得力を高めるためには、根拠を明確に示す必要があることを理解している。しかし、そも

そも根拠とは具体的に何を指すのかを理解しておらず、根拠と理由との違いを理解していない

生徒が多い。よって、文章を書く際に、根拠を挙げることができなかったり、挙げたとしても

具体性に欠けていたり、挙げたつもりでいるが理由しか述べていなかったりと課題がある。そ

の結果、根拠が不十分であることが文章の説得力を高めることができないことの原因の一つに

なっていることを理解するに至っていない生徒が多い。また、文章を書くこと自体に抵抗は少

ないものの、文章を構造的に捉えることが難しく、論理的に文章を構成することに苦手意識を

抱えている生徒も多い。よって、説得力のある文章にするために文章の要素（意見・根拠・理

由づけ等）をどのように配置するべきかが判断できない生徒が多くいる。 

 

（３） 指導観 

 単元における主たる言語活動として、「SDGsの達成に向けた意見文を新聞に投書する」を設

定する。各学習活動のねらいが生徒に焦点化できるよう、生徒に相手意識（新聞の読者のた

め）と目的意識（SDGs達成に向けた実践を促すため）を明確にもたせながら、必要感をもたせ

て、モチベーションを保ちながら学習に臨ませたい。そして、生徒が深い学びへと到達するこ

とをねらいとした、生徒が主役となり主体的に取り組む姿を追求するために、生徒が学び方を

自己決定する場を多く設けていきたい。そうすることで、研究主題の「自ら学ぶ」生徒の育成

の土台ができると考える。その際、その学び方が国語科としての資質・能力の育成に効果的に

つながるものとなるよう教師が見取り、支援したい。また、必要な知識を理解・習得させなが

ら、学習形態・時間・方法・道具（教材）等を生徒が選択できるようにし、その過程で生徒が

感じた困り感や疑問等を、観点ごとに必要感を感じて話し合えるよう、学習展開や学習環境を

工夫し、「高め合う」生徒の育成につなげていきたい。以上の指導を踏まえつつ、単元の最後に

は目標の達成度を振り返らせることで、学習を経て身についた力をメタ認知させたい。そうし

て、実生活で生かしたいと考える主体性を養いたい。 

 

５ 単元の指導・評価計画（総時数５時間）（○…「評定に用いる評価」、●…「学習改善につなげる評価」） 

時 主な学習活動 知 思 態 評価規準 

１ 

「書くこと」に関する既習

事項を振り返り、教科書の文

章を通読する。目標・言語活

動を把握し、学習計画を立て

ることで見通しをもつ。 

○  ● 

・意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関

係について理解している。 

（観察、ワークシート） 

・進んで根拠の適切さを吟味し、学習の見通しを

もって、SDGｓの達成に向けた意見文を書こうと

している。    （観察、スプレッドシート） 

２ 

意見文の要点（SDGｓのゴ

ール・意見・根拠・理由づ

け）を考える。 

 ○ ● 

・「書くこと」において、伝えたいことが分かりや

すく伝わるように、段落相互の関係などを明確

にし、文章の構成や展開を工夫している。 

（観察、スプレッドシート） 

・進んで根拠の適切さを吟味し、学習の見通しを

もって、SDGｓの達成に向けた意見文を書こうと

している。        （観察、スプレッドシート） 

３ 

・ 

４ 

・ 

５ 

前時に考えた意見文の要点

が、説得力のある意見文にす

るために適切かどうか吟味す

る。 

 ４００字程度の意見文をま

とめる。 

 意見文を級友と相互評価

し、助言を踏まえて修正す

る。学習全体を振り返る。 

 ○ ○ 

・「書くこと」において、根拠の適切さを考えて説

明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描

写したりするなど、自分の考えが伝わる意見文

になるよう工夫している。 

（観察、スプレッドシート、ドキュメント） 

・進んで根拠の適切さを吟味し、学習の見通しを

もって、SDGｓの達成に向けた意見文を書こうと

している。    （観察、スプレッドシート） 
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６ 本時の学習（３／５） 

（１）小単元名 中学生が語る―地球の未来～SDGsの達成に向けた県民への提言～ 

（２）ねらい 

    根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分  
の考えが伝わる意見文になるよう工夫することができる。 

（思考力、判断力、表現力等）Ｂ（１）ウ 

（３）教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 自分が選んだ根拠が、意見を支え、説得力を高めるために適切かどうかを吟味する視点をも

ち、前時にスプレッドシートに入力した「意見文完成までの要点（SDGsのゴール・意見・根

拠・理由）」を適宜加除修正しながら共有できるようにしたり、「悩んだり困ったりしているこ

と」を新たに入力したりして、学び合う際の視点にできるような学習展開や学習環境を設定す

ることで、考えを広げたり深めたりする協働的な学びを生徒間で行わせたい。 

（４）準備 

    クロムブック、ワークシート、完成モデル、SDGs関連資料 

（５）指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「言の葉タイム」を行い、心に残った言葉  

を交流する。 

 

２ 前時の学習を振り返り、学習計画の中の本 

時の位置づけを理解する。 

・言語活動の相手意識、目的意識、そして学 

びの現在地を思い出すことができた。 

 

 

 

３ 本時の課題を理解する。 

 

 

 

４ 教師の示す不適切なモデルを分析し、説得

力のある意見文にするための適切な根拠・理

由を理解する。 

 ・根拠があればよいわけではない。意見と根  

  拠をつなぐ適切な理由づけが必要だ。 

 ・意見を支える根拠だからこそ説得力につな 

  がる。 

 

５ 前時に入力した「意見文完成までの要点」

のうち❸・❹について級友と交流しながら吟

味する。❺として、困ったり悩んだりしてい

ることがあれば新たに入力して級友と共有・

交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・担当生徒の紹介に対して教師が価値づ

けすることで、生徒が言葉の解釈を 

広げたり深めたりできるようにする。 

・生徒に振り返りをペアで交流させるこ 

とで、学習状況をメタ認知できるよう 

にする。 

・大型ＴＶを利用して学習計画等を視覚

化することで、単元の中の本時の学び

の位置を知るとともに、学習の見通し

がもてるようにする。 

 

 

 

 

・モデルの何がどのように不適切かを考

えることを通して、自分や級友の考え

を吟味する際の考える手掛かりとする

ことができるようにする。 

 

 

 

 

・前時に入力した他生徒の「意見文完成

までの要点」スブレットシートを参照

できるようにしたり、困ったり悩んで

いることを表出したりできるように

ICTを活用することによって、自分の

考えをメタ認知でき、級友との協働的

な学びを促すことができるようにす

る。 

・SDGsに関する書籍を教室に準備するこ

とで、SDGsの理解が不十分な生徒が

SDGsと身近な事象とを具体的に想起で

きるようにする。 

 

県民に実践を強く促せるような説得力のある意見文にするために、 

私の意見文にはどのような根拠が必要か 

「意見文完成までの要点」 

➊SDGs のゴール 

➋結論にあたる意見 

❸意見を支える根拠 

❹意見と根拠をつなぐ理由づけ 
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（６）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

５ 

 ・自分の意見を支える根拠は適切だと思うけ

れど、理由づけがうまくできない。どのよ

うな理由づけだといいのだろう。 

 ・自分では適切だと思った根拠より適切な根

拠を教えてもらった。自分の意見文に追加

しよう。 

 

 

 

 

 

６ 学習活動の進捗状況を全体で交流する。 

 ・自分の意見を支える根拠がさらに明確にな 

  った。 

 ・自分の意見を支える根拠を増やすことがで 

  きた。 

 ・意見と根拠を支える理由づけをより適切な 

  ものにできた。 

 

７ 振り返りをする。 

 ・同じ SDGs のゴールを選んだ級友と交流

したことでよりよい根拠を見つけることが

できて、自信につながった。 

 ・一人で活動する時間をもう少しつくること

で、じっくりと自分の考えと向き合うこと

ができればよかった。次回は気をつけた

い。 

・本校３年生の探究学習のゴールにあた

る卒業論文を教室に準備することで、

SDGsを身近に感じたり、根拠を見つけ

たりすることができるようにする。 

・根拠を吟味する上で、自分が時間をか

ける必要性を感じる部分に時間をかけ

て取り組めるよう、活動時間を保障す

ることで、個別最適な学びを進めるこ

とができるようにする。 

・ドキュメントを使用させることで、加

除修正が効率よくできるようにする。 

・挙手で意思表示をさせることで、自分

の状況をメタ認知させ、今後の見通し

をもたせる。また、教師が生徒の状況

を見取り、指導に繋げる。 

 

 

 

 

・スプレッドシートに毎時間振り返りを

入力させることで、単元を通した学び

の深まりをメタ認知できるようにす

る。 
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３年２組 英語科（標準コース） 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 英語科教室 

指導者 地藤 璃紅 

１ 単元名 Unit5 What makes a good leader? 
 

２ 本時の学習 

（１） 小単元名 Unit Activity 

（２） ねらい 
 高松中学校のみんなに向けて平和や人権について考えてもらうために、平和や人権に力を注いだ

人を紹介し、平和や差別のない世界をつくるために必要な考え方等を含めて、読む人を意識して工

夫された意見文を書くことができる。 

               （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 目的・場面・状況を常に意識しながら、どのような意見文を書いたら自分の強い思いが高松

中学校のみんなに伝わり、自分事として平和や人権について考えてもらえるかを常に考え、情

報を整理しながら自分の考えを形成していくことを意識させる。 

（４） 準備 

 ワークシート、タブレット端末、振り返りを行うスプレッドシート 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時に作った自分の記事の内容を読んで書    

いたことを確認する。 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の意見文を内容面でも表現面でも再考   

する。 

 ・Unit5で学習した関係代名詞を積極的に使

っていかないといけないよね。 

 ・人のことを後ろから修飾するときは、関係

代名詞 whoを使うんだったよね。 

 ・respect othersってどういうこと？もっ

と具体的に、「try to understand 

people’s feelings」とか「mustn’t judge 

people by their looks」を付け足したほ

うが自分の思いが伝わるんじゃないかな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スムーズに本時の授業に入るために、

前時に自分がどんなことを書いていた

のか思い出させる。 

 

 

 

 

・本時は自分の意見文を完成させる時間

であることを伝え、本時にすることを

見失わないようにさせる。 

 

・内容面でも表現面でもより良い意見文

になるように、良い内容を書いていた

り、表現を使っていたりしている生徒

がいたら全体で紹介する。 

・必要ならば、前の単元のページを振り

返りながら、教科書を何度も読み直

し、正しい文法を意識させたり、使え

そうな表現はないか探すことを意識さ

せたりする。 

◎より自分の思いを主張できる意見文を

作るために、どのような内容の意見文

を書いたら自分の思いが強く伝わり、

高松中学校のみんなに平和や人権につ

いて考えてもらうことができるか、友

達の意見文を見合いながら、自分の意

見文をさらによくすることができる。 

…思考・判断・表現 

（ドキュメント、観察） 

 

読む人を意識して、意見文を完成させよう 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りをする。 

・ユニット５を通して、平和な差別のない世

界をつくっていくことが大切だと改めて感

じた。しかし、きっとどの人も平和な差別

のない世界を求めているはずだけど、戦争

やジェンダー差別をはじめとした様々な差

別がなくなっていないのが、今の世界の現

状である。今まで声を上げて、行動を起こ

してきた人を調べると、どの人もカッコい

いと感じた。自分にできることは小さいの

かもしれないが、一人ひとりの考え方次第

で、世の中は良い方向にも悪い方向にもい

くということを常に意識しながら、不平等

や差別が見られる場面に遭遇したら、声を

あげられる人になりたいと思った。 

○自分が意見文に追加した表現や、なぜ

そのような内容を追加したのかを、共

有させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業で考えたこと、工夫したこと、そ

して学び方について振り返らせる。 

課題 <読む人を意識して、意見文を完成させよう> 

 Key words 

Malala Yousafzai is a girl who was born in Pakistan.  She is known for fighting for girls’ 

right to go to school.   In her country, some people don’t want girls to study.  But she 

believed that girls should have same rights as boys.  

When she was 15, she was shot by a group called the Taliban because she spoke about 

education for girls.  She was very hurt, but she survived and became stronger. After that 

she continued to speak around the world.  She wrote a book that tells her story and gave 

many speeches around the world.  In 2014, she became the youngest person who won the 

Nobel Peace Prize.  Now, she continues to help girls get education. 

 We need a peaceful and fair world because everyone has the same rights.  People should 

not be treated badly because of their race, gender, religion, or country.  If there is peace 

and no discrimination, everyone can live happily and safely. 

To make such a world, everyone has to respect others.  We should try to understand 

people who are different from us.  We must not judge people by their looks or where they 

come from.  Also, we must speak up when we see unfair things.  A peaceful world starts 

with small actions.  If everyone thinks about others and act with kindness, we can make a 

better future. (B基準) 

 

 

・fight for human rights 人権のために戦う  

・judge people by their looks 人を見た目で判断する 

・peace 平和 ・race 人種 ・looks 見た目 

・religion 宗教 ・gender ジェンダー 

・discrimination 差別 ・fair 平等 ⇔ unfair 不平等 
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３年２組 英語科（基礎コース） 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 ３年２組教室 

指導者 北村 菜月 

１ 単元名 Unit5 What makes a good leader? 
 

２ 本時の学習 

（１） 小単元名 Unit Activity 

（２） ねらい 

 より自分の思いを主張できる意見文を作るために、どのような内容の意見文を書いたら自分

の思いが伝わり、高松中学校のみんなに平和や人権について考えてもらうことができるか、友

達の意見文を見合いながら、自分の意見文をさらに良くすることができる。 

               （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 目的・場面・状況を常に意識しながら、どのような意見文を書いたら自分の強い思いが高松

中学校のみんなに伝わり、自分事として平和や人権について考えてもらえるかを常に考え、情

報を整理しながら自分の考えを形成していくことを意識させる。 

（４） 準備 

 ワークシート、タブレット端末、振り返りを行うスプレッドシート 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 
指導上の留意点（・）と評価（◎） 

評価に対する支援（○） 

Step1 

４ 

 

 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

Step2 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３０ 

 

 

 

 

１ 前時に作った自分の記事の内容を読んで書    

いたことを確認する。 

 

 

２ 前時までに書いた文章をペアの人に伝え

る。 

 

 

 

３ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

４ 読む人により分かりやすく伝えるには、ど

のような内容や情報が必要か考える。 

 ・もう少し、その人がしてきた功績について 

伝えた方がいいんじゃないかな。 

・その人が持っている賞なんかも言ったらい 

いかもしれないね。 

・その人がどこの人なのか、いつの時代の人 

なのかも入れたらもっと伝わるかもしれな

いね。 

・whoだけじゃなくて、whichや thatなんか 

も入れたらより良い意見文になるね。 

 

５ 読む人により伝わるように、意見文の内容  

 を再考する。 

 ・whoの時って、どんな風に使えばよかった

っけ。 

 ・The person I respect is 〇〇.って書け

・スムーズに本時の授業に入るために、 

前時に自分がどんなことを書いていた

のか思いださせる。 

 

・自分が書いた文章が相手に伝わる内容

かどうかを考えさせる。 

・必要があれば、相手からアドバイスを

もらう。 

 

 

 

 

 

・いくつか生徒の中から出てきた意見を 

板書し全体に紹介する。 

・自分の意見文に磨きをかけるために、

どのような内容を自分の意見文に追加

すればよいか、内容面に注目させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・内容面でも表現面でもより良い意見文

になるように、手本となるような内容

を書いていたり、表現を使っていたり

している生徒がいたら全体で共有し、

その生徒の意見文を見るよう促す。 

どのような工夫をすれば、高松中のみんなが平和や人権について考えてくれるだろう？ 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

５ 

ばいいのか。なるほど。 

 ・ガンディーのようにはなれないけれど、自

分が今できることは何だろう。それを書く

必要があるかもしれない。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 振り返りをする。 

・マララのことを紹介する際に、どのように

説明すればより相手に上手く伝わるかを考

えながら意見文を書いてきたけれど、本当

に難しかった。マララの功績は書くことが

できてきたが、自分の意見がまだ全て書け

ていないので、自分はこれから具体的にど

のようなことをしていくべきかということ

を書き加えて、意見文を完成させたい。 

・問題を自分事として捉えているかどう

か問いかけ、もし辿り着いていない生

徒がいた場合は、例文を見るよう促

す。 

◎より自分の思いを主張できる意見文を

作るために、どのような内容の意見文

を書いたら自分の思いが強く伝わり、

高松中学校のみんなに平和や人権につ

いて考えてもらうことができるか、友

達の意見文を見合いながら、自分の意

見文をさらに良くすることができる。 

…思考・判断・表現 

（ドキュメント、観察） 

 

・学び方を振り返ると共に、自分の意見

文が前時と本時でどのように変化した

のか、また工夫した点はどのような部

分なのかについても振り返らせる。 

 

課題 <どのような工夫をすれば、高松中のみんなが平和や人権について考えてくれるだろう？ > 

                  
内容や情報 

・功績や賞 

・どうしてその人は尊敬され

ているのか            

使える表現 

・This is the person who ～. 

・He is respected because ～. 

・It’s the book which he wrote ～. 
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３年３組 理科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第５限 

場 所 第２理科室 

指導者 政近 顕純 

１ 単元名 仕事とエネルギー 
２ 本時の学習 

（１）小単元名 エネルギー 

（２）ねらい 

    物体を落下させる衝撃実験を行い、その結果を分析して解釈し、物体がもつ位置エネルギー

について、高いところにある物体ほど、また、質量が大きいほど、大きなエネルギーをもってい

ることを見いだすことができる。              （思考力・判断力・表現力等） 

（３）教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 物体がもつ「位置エネルギーの大きさ」と「物体の高さや質量」について、関係的な見方を

働かせることができるように、実験結果を記入する表について、項目を含め自分で作成させ

る。また、量的・関係的な見方を働かせ、変化とそれに関わる要因を関係付けられるように、

実験から考察までを生徒に委ねる。 

（４）準備 

力学的エネルギー実験器、クロムブック 

（５）指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

３ 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 身近な現象を基に問いをもつ。 

 

 

 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

３ 実験道具の確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 実験を行い、結果を処理し考察する。 

  

 

 

 

 

 

 ・物体がもつエネルギーは、おもりが高けれ

ば高いほど大きくなる。なぜなら、おもり

が高ければ高いほど杭が深く沈んだから。 

 

・屋根雪の図を見せ、その危険性から高

さや質量に注目させる導入をする。 

・その理由を聞く。 

・重さに着目した場合は、質量の違いに

ついて確認する。 

 

 

 

 

 

・実験を演示して見せる。 

・物体の持つエネルギーの大きさの違い

は杭にどのような結果で現れてくるの

か聞く。 

・表は必要に応じて変更してよいことを

伝える。 

・誤差を小さくするための実験回数につ

いて確認する。 

・表を随時更新するように伝える。 

 

・実験動画やヒントスライドを生徒自身

が実験を進められるよう補助的な資料

として準備する。 

・測定したら結果を記入していくよう伝

える。 

・大きくデータが異なる場合は追実験を

行うよう声掛けする。 

 

 

 

 

物体がもつエネルギーの大きさは、物体の高さや質量とどのような関係にあるのか 
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（６）板書計画

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

Step3 

８ 

 

 

 

・物体がもつエネルギーは、おもりの質量が大

きければ大きいほど大きくなる。なぜなら、

質量が大きければ大きいほど杭が深く沈んだ

から。 

・物体がもつエネルギーはおもりの重さが大き

いほど大きくなる。なぜなら、おもりが重け

れば重いほどくいが深く沈んだから。 

・おもりが高いほうが杭が深く沈んだので、高

いほうがエネルギーが大きい。 

・杭が大きく動いたからエネルギーは大きい。  

 

 

 

 

 

 

５ 考察からまとめを書く 

  

 

  

 

 

 

５ 学び方の振り返りをする。 

 

 

・他者の考察が参照できるように全員の

考察を共有する。 

・表の項目が書けない生徒には何と何の

関係を調べたのか課題を確認する。 

・考察が２つのデータ比較での表現にと

どまっている生徒には、３つのデータ

の変化であることが分かる表現が必要

なことに気づかせる。 

・エネルギーの大きさを変化させたもの

は何かを実験方法から確認する。 

◎物体の落下実験を行いその結果を分析

して解釈し、位置エネルギーは高いと

ことにある物体ほど、また、質量が大

きいものほど大きいことを見いだすこ

とができる。…思考・判断・表現 

（オクリンク、スプレッドシート） 

 

 

 

 

 

・課題解決のために、今日の学び方はど

うだったかについて振り返るように伝

える。 

・次の学習はどこから始めるかについて

振り返るよう伝える。 

・左のほうが高いと

ころから雪が落ち

てくるから危険 

・左のほうが雪の

量が多いから危険 

物体の高さ 

物体の質量 

実験の注意点 

・測定後は杭をもとに戻す。 

・おもりは一個ずつ使用する。 

・おもりに勢いをつけない。 

課題＜物体がもつエネルギーの大きさは、 

物体の高さや質量とどのような関係があるのか＞ 
まとめ 物体がもつエネルギーの大きさ

は、物体の高さが高ければ高いほど、また

質量が大きければ大きいほど大きくなる。 

エネルギーとは 

  ある物体が別の物体に仕事をする能力

をいう。 

例 ハンマーが杭を地面に打ち込む能力 

物体がもつエネルギーの大きさは、物体の高さが高ければ高いほど、 

           また質量が大きければ大きいほど大きくなる。 
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１年１組 社会科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第６限 

場 所 １年１組教室 

指導者 櫻井 千明 

１ 単元名 世界の諸地域 

 

２ 単元の目標 

（１） 各州に関する様々な資料を活用しながら、各州の地域的特色を理解することができる。 

                  （知識及び技能） 

（２） 各州で見られる地球的課題の要因や影響を、場所、人と自然のかかわり、結び付きなどに着目

して多面的・多角的に考察し、表現することができる。   （思考力、判断力、表現力等）                    

（３） 世界の諸地域について、自ら問いを設定し、主体的に追究しようとする。 

                         （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 世界各地で顕在化している地

域的課題は、それらが見られ

る地域の地域的特色の影響を

受けて、現れ方が異なること

を理解している。 

・ 世界の各州に暮らす人々の生

活を基に、各州の地域的特色

を大観し理解している。 

・ 世界の各州において、地域で

見られる地球的課題の要因や

影響を、州という地域の広が

りや地域内の結び付きなどに

着目して、それらの地域的特

色と関連付けて多面的・多角

的に考察し、表現している。 

・ 世界の諸地域について、より

よい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追

究しようとしている。 

 

４ 指導にあたって 

（１）教材観 

 第２編第２章「世界の諸地域」は、世界を６つの州に分け、それぞれの地域の特色をとらえ

るために主題を設定して追究していく単元である。生徒は、各州の自然環境、歴史的背景、

人々のくらしや産業など多面的な要素を学び、相互の共通点や相違点を比較しながら理解を深

めていく。また、各州が抱える環境問題、資源の偏在、人口や都市化の課題などは、国や地域

を超えて影響し合う「地球的課題」として捉えられることから、国際的な視野や持続可能な社

会づくりの重要性を考える契機となる。これらのことから、単元を貫く課題として「世界の各

州が抱える『地球的課題』について、SDGsの視点から考えよう」というテーマを設定した。 

（２） 生徒観 

 授業では、予想の場面で自分の意見を述べたり、積極的に協働学習に取り組んだりする姿が

見られる。授業アンケートでは、「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り

組んでいる。」という質問項目に対して肯定的回答が 98.8％であるものの、「振り返りでは、自

分の学び方を見つめなおし、次に生かせている。」に対しては肯定的回答が 90.2％にとどまっ

ている。 

また、i-checkの結果によれば「人間関係構築力」「発信力」に課題がある。授業の中で、生

徒たちに役割と活躍の場を与え、クラスのみんなの役に立ったという経験を積ませることで自

信を持たせたい。 

（３） 指導観 

 生徒たちはこれまでに、人々の生活は自然環境や宗教によって異なることについて学習して

いる。また、総合的な学習の時間において、「かほく市を Well-beingにするプロジェクトを実

行しよう」というテーマで探究学習を行っている。 

指導にあたっては、グラフの比較、主題図と雨温図の関連づけなど、複数の資料を読み取る

活動を積極的に取り入れ、地理的技能を育みたい。探究活動の場面では、個人で考える時間と

ペア・グループで考える時間を取り、意見交流を活発に行うことで多面的・多角的な思考の形

成につなげたい。このような学びを通じて、生徒が主体的に資料を調べ、他地域との結び付き

や背景要因を考察し、自分の意見を形成・表現する力を育みたい。 

 

-21-



５ 単元の指導・評価計画（総時数 18時間）（○…「評定に用いる評価」、●…「学習改善につなげる評価」） 

時 主な学習活動 知 思 態 評価規準 

１ 
世界の六州と SDGs について、

概要を知る。 
●  ● 

世界の六州やテーマに興味を持ち、調べてみたいもの

を自分から選択して取り組んでいる。（発表、観察） 

２

～

７ 

各州の自然環境について調べ

る。 
●   

統計資料を読み取り、各州の地域的特色を大観し理

解している。（プリント、観察） 

８ 
自分が探究する州とテーマを

決定する。 
 ●  

自分の興味に沿って探究テーマを設定している。（プ

リント、観察） 

９

～

11 

資料を収集し、SDGsと関連付

けて整理する。 
●   

適切な資料を選択し、自分の探究テーマに沿って説明

している。（プリント、観察） 

12 
中間報告会を行い、ここまで

の探究を振り返る。 
 ○  

各地域の特色や人々のくらし、課題について、共通点

や違いを見いだしながら比較したり、相互の関係を考

えたりして、自分の考えをまとめ、表現している。（観

察、ワークシート） 

13

～

14 

表現方法を選択し、発表の準

備をする。 
 ●  

適切な表現方法を選択し、自分の探究テーマに沿って

まとめている。 (ポスター、スライド、観察) 

15

～

16 

ワールドカフェ方式で発表・

学び合いをする。 
 ○  

自然条件や課題を比較したり、関連付けたりしながら

説明している。(発表、観察) 

17 

相手の発表の記録を使い、課

題と SDGs との関連を整理す

る。 

○   

世界各地で顕在化している地域的課題は、それらが

見られる地域の地域的特色の影響を受けて、現れ方

が異なることを理解している。（プリント、観察） 

18 
単元の学習を振り返り、次に

学びたいことをまとめる。 
  ○ 

自分で問いを深め、学びを振り返って次に生かしてい

る。（プリント、観察） 
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６ 本時の学習（１２／１８） 

（１） 小単元名 世界の諸地域 

（２） ねらい 

各地域の特色や人々のくらし、課題について、共通点や違いを見いだしながら比較したり、相互

の関係を考えたりして、自分の考えをまとめ、表現することができる。 

               （思考力、判断力、表現力等） 

 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 問いを考える際に「場所」「人と自然のかかわり」「結び付き」というキーワードを示し、生

徒が探究学習の見通しをもてるようにする。 

（４） 準備 

 スライド、ワークシート、SDGsパンフレット 

（５） 指導過程 

 

 

 

 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

２ 

 

５ 

 

 

Step2 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

Step3 

１０ 

 

 

５ 

１ 本時の課題をつかむ。 

 

 

２ 中間報告会の手順を確認する。 

 

 

３ 中間報告会を行う。 

・私は、「場所」と「SDGs目標 6番」を結び 

  付けて「乾燥地域はなぜ水不足になるのか」 

という問いを作りました。 

・自分の主張を裏付けるような資料が見つか

らなくて困っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 班で、お互いに良かった点やアドバイス、

質問などを書いて渡し合う。 

・具体的な資料があって分かりやすかった

よ。 

 ・他の州のデータもあると、より説得力が増

すのでは。 

 

５ 中間報告会を受けて、今後どのように探究

を進めていくかまとめる。 

 

６ 振り返りをする。 

 

 

 

 

・分かったことだけでなく、困っている

ことやもっと調べたいことも伝えるよ

う促す。 

・同じ州を調べた人同士で、４人程度の

班をあらかじめ作っておく。 

・同じ州を調べた人同士で、問いのどこ

が同じでどこが違うか比較しながら、

自分の探究の焦点を定めさせる。 

◎各地域の特色や人々のくらし、課題につ

いて、共通点や違いを見いだしながら比

較したり、相互の関係を考えたりして、

自分の考えをまとめ、表現している。 

…思考・判断・表現（観察、ワークシー

ト） 

・聞き手には、発表を聞いて理解できな

かった点や説明が具体的でない点、原

因と結果が合っていない点などを質問

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

・今後やりたいこと、もっと調べたり深

めたりしたいことをまとめさせる。 

 

・他の人の発表から学んだことや、自分

のこれまでの学習の仕方を振り返らせ

る。 

ここまでの探究を振り返る「中間報告会」をしよう 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

課題 < ここまでの探究を振り返る「中間報告会」をしよう> 

 

今日の流れ 

① 発表の準備 

② 探究中間発表（1人 3 分） 

③ 班でコメント交換 

④ 振り返り 

キーワード 

「場所」どこで起こっている？ 

「人と自然のかかわり」人と自然にどんな関わりがある？ 

「結び付き」どこと（州の中で・州を越えて）つながって

いる？ 
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１年２組 保健体育科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第６限 

場 所 第２体育館 

指導者 石垣 孝明 

１ 単元名 器械運動（マット運動） 
 

２ 本時の学習 

（１） 小単元名 器械運動（マット運動） 

（２） ねらい 

 技を習得するための自己の課題を発見し、課題に応じて、技の習得に適した練習方法を選ぶ

ことができる。                                （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 技のチェックシートを点数制にし、自分自身の体力技能に応じて自由に実施する技を選ぶこ

とができるようにする。また、技の見本ボード、実技本、参考動画を準備し、各自で技のポイ

ントを確認できるようにしておく。また、遅延再生や動画撮影などを通して、自分の動きと見

本の動きのずれを確認できるようにする。以上のことを常に準備し、毎回前時の振り返りから

本時の目標を決めることができるようなルーティーンにしていく。 

（４） 準備 

 ・ホワイトボード、技の見本ボード、実技本 

 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

３ 

 

２ 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

Step2 

３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時の振り返りと現在の技の習得状況を確

認する。 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

３ 自分の目標を決める 

・開脚前転をできるように傾斜をつけて練習

をする。 

・ブリッジをより美しくするために、動画で

撮影して練習する。 

 

４ 技の習得を目指して練習をする。 

＜考えられる生徒の動き＞ 

・見本ボードや実技本、動画で技のポイント

やコツを調べている。 

・動画を撮って自分の動きを確認する。 

・教員に技の示範を依頼し、学習する。 

・教員に技の出来栄え等のチェックを依頼す

る。 

・技の練習を何度もする。 

・傾斜を使って回転系の技を練習する。 

・壁倒立の練習をする。 

・補助をし合いながら練習をしている。 

 

 

 

 

 

・前回の振り返りやワークシートを確認

させる。 

 

 

 

 

 

・具体的にどんな練習をするかを考えて

書くように促す。 

・これまでのほかの生徒の練習方法や振

り返りを活用してもよいと伝える。 

 

 

・各々の目標を確認し、生徒同士で教え

合いができそうなペアがあれば積極的

につなぐ。 

・技の出来栄えの評価だけでなく、ポイ

ントを伝える。 

 

◎技を習得するための自己の課題を発見

し、課題に応じて、練習方法を選んでい

る。       …思考・判断・表現 

（観察、シート） 

・参考動画や見本ボードなどを見て練習

方法を提案する。 

 

 

 

 

技を習得するためにどうすればよいか練習方法を考えよう 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

１０ 

５ 本時と活動のまとめ、振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今日の練習の内容や今後やりたい技や

練習について振り返らせる。 

・傾斜をつけて開脚前転をしたらうまくできた。しかし、傾斜をつけなかったら

うまくできないので練習を頑張りたい。 

・動画を見てブリッジを美しくして評価を上げることができた。次は条件をかえ

てブリッジをやってみたい。 

課題 <技を習得するためにどうすればよいか練習方法を考えよう> 
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１年３組 国語科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（木）第６限 

場 所 １年３組教室 

指導者 瀧本 アンナ 

１ 単元名 「今に生きる言葉」～あるある故事成語クイズを作ろう～ 
 

２ 本時の学習 

（１） 単元名 「今に生きる言葉」～あるある故事成語クイズを作ろう～ 

（２） ねらい 

 古典には様々な種類の作品があることを知ることができる。 

               （知識及び技能） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 国語便覧の中から、クイズの題材となる故事成語を生徒に選ばせる。クイズを作成する際に

参考とできる模範のスライドを生徒に配付し、いつでも見られるようにする。 

 

（４） 準備 

 例を示したスライド、故事成語に関する図書 

 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

３３ 

 

 

 

 

 

 

１ 前時で調べた故事成語について想起する。 

・蛇足は、蛇の絵に足を描いて失敗した人の

話が基になっていて、そこから「無駄なも

の」という意味ができた。 

 

２ 身の回りに蛇足であるものはあるか考え

る。 

 ・余計な一言がそうだ。 

 ・ 

 

３ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

４ クイズの例をスライドで確認する。 

・故事成語に当てはまる日常の出来事を、四 

文にまとめるのだね。 

・正解の故事成語が選べるように選択肢を与

えるのだね。 

・答えは故事成語のみではなく、基となった

故事や、故事成語の意味、用例を載せれば

いいのだね。 

 

５ クイズを作成する。 

 ・勉強をしていると初めは頑張るけれど、後

から勉強のペースが落ちることがある。竜

頭蛇尾という言葉の意味に当てはまる。 

 ・以前怪我をしたことがあるけれど、しっか

り治すことでより強い骨になり以前より体

が丈夫になった。人間万時塞翁が馬だ。 

 

・故事成語には様々なものがあること

や、それぞれの基となった中国の故事

があることを確認する。 

 

 

・大昔の故事からできた言葉でも、現代

の生活に当てはめ使われていることを

確認する。 

 

 

 

 

 

 

・スライドで示す例は、生徒が選ばなさ

そうな故事成語に関するものにする。 

・実際に身の回りで起こりそうなこと

を、起承転結の構成で書き示すよう促

す。 

 

 

 

 

・クイズは１人で作成するが、他の生徒

に協力を仰ぐ際には「アドバイザー」

としてスライドに名前を載せさせる。 

・国語便覧に載っていないものを選びた

い生徒のために、故事成語に関する図

書も用意する。 

・クイズができた生徒には、国語便覧に

載っていない故事成語でクイズを作る

あるある故事成語クイズを作ろう。 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 進捗状況を確認する。 

 

 

 

７ 振り返りをする。 

ことを提案する。 

◎古典には様々な種類の作品があること

を知ることができる。…知識及び技能 

（クロムブック、観察） 

 

・作成途中、１問目完成、２問目に挑戦

中、など、各自の取り組みを確認す

る。 

 

・クイズを作るための自分自身の学び方

はどうだったかを振り返らせる。 

    

〇
身
近
な
「
蛇
足
」 

・
Ａ
さ
ん
が
言
っ
た
余
計
な
一
言 

・
完
璧
な
Ｂ
さ
ん
の
作
品
へ
の
不
必

要
な
手
直
し 

  
↓
 

  

身
近
に
当
て
は
ま
る
故
事
成

語
あ
る
あ
る
体
験
を
基
に
、

ク
イ
ズ
を
作
っ
て
み
よ
う
。 

振り返り 

以前、詩を書くときに、「～に」にしようか「～へ」にしようか悩みよりよくしようと

考えた末、「～へ」の方が方向の意味合いが出て、文章に奥行きが出ると感じたことが

あった。私が行ったのはまさに「推敲」で、そのときの体験を故事成語クイズに盛り

込むことができた。 

あ
る
あ
る
故
事
成
語
ク

イ
ズ
を
作
ろ
う
。 

課題 

自
身
の
学
び
方
を

振
り
返
ろ
う
。 
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２年２組 英語科(標準コース) 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第６限 

場 所 英語科教室 

指導者 糀元 桜児 

１ 単元名 Unit6 How can we make a good presentation? 

 

２ 本時の学習 

（１） 小単元名 Read and Think1 

（２） ねらい 

 クラスの生徒とお互いのことをよりよく知るために、自分が知りたい身近なトピックについての

調査を基に、調査結果について相手を意識して簡単な語句で発表している。 
                   （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 事前に生徒に自分の興味のあることについてクラス内でアンケート調査を実施させる。調査

結果を知らないクラスメートに対して、互いのことをより知るためにその結果を報告する場を

設定する。アンケート調査結果について自分が思うことを内容に入れて相手に伝える。 

（４） 準備 

 単元計画と振り返りを行うスプレッドシート、調査結果のフォーム、調査結果をまとめるド

キュメント、ヒント用のプレゼン内容を載せたドキュメント 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

２５ 

 

 

 

 

 

１ 事前に実施した先生の好きな食べ物アンケ

ート調査結果を予測させる。 

  結果について、教師のプレゼンを聞く。 

・What kind of donuts do teachers at 

Takamatsu Junior High School like? 

・They like donut A better than B. 

・Which do they like better, donut A or 

C? 

・Donut C is the third most popular. 

・I’m glad that some people like my 

favorite donuts. 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

３ ペアを変えて自分のアンケート調査結果に

ついてわかったことを伝え合い、聞き手は内

容について質問したり、アドバイスをしたり

する。 

・結果の言い方がわからない。 

 ・最初にどういう表現で始めればよいかわか

らない。 

・伝わるかどうか友達に見てもらいたい。 

 

４ 調査結果についてわかったことをドキュメ

ントにまとめる。進捗状況をクロムブックに

記録する。 

 ・more popularの表現もつかえるな。 

 ・自分が考えたことについて最後に付けると

まとまるな。 

・アンケート調査の内容を提示し、生徒

に結果を予測させ、表現を復習する。 

 

 

 

 

・必要があればヒント動画を見られるよ

うにしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

・5W1Hや比較表現のヒントカードを黒板

に提示しておく。 

・必要があればデジタル教科書の内容を

確認するように促す。 

・うまくいっているところやうまくいっ

ていないところを見取り、取り上げる

ところがあれば紹介する。 

 

 

・個別で考えさせる時間をとる。 

・どのトピックを選んだのかについて振

り返りシートに記入させ、必要があれ

ば話し合いができるようにしておく。 

・ドキュメントは生徒も教師も見られる

ようにしておく。 

How was the result of your survey? 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 ・先（最後）にみんなの一番好きなものを紹

介しよう。 

 

 

 

５ 課題に対するまとめを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 振り返りをする。 

・比較の仕方を友達と確認し合うことで、表

現を確認することができた。 

・最初の始め方がわからなかったので、教科

書の内容を参考にして表現できた。 

・クロムブックで見取りを行い、中間評

価を行う。 

・必要なら、ヒント用ドキュメントや他

の人の内容を参考にさせる。 

 

・参考にした表現やつけ足した表現がわ

かるようにしておくことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自分が知りたい身近なトピックについて

の調査を基に、調査結果について相手を

意識して簡単な語句で発表している。 

…思考・判断・表現（発表、観察） 

 

・課題を達成できたかどうかや達成でき

なかったこと、課題に取り組む際の学

び方を振り返らせ、次回への課題意識

を持たせる。（スプレッドシート） 

I’d like to show you the result of our survey. 

Do you like ice cream?  90% of our classmates like ice cream.  I asked 

“Yes” group “What is your favorite flavor?” 

15 of them like chocolate flavor the best. 

5 of them like chocolate mint flavor better than vanilla flavor. 

Chocolate flavor is the most popular of all. 

It is a big surprise. (B評価) 

      How can we make a good presentation? 

課題 <How was the result of your survey?> 

What 

When 

Where 

Who 

Why 

How 

 

 

 

I’d like to show you the result of our survey. 

Do you like ice cream?  90% of our classmates like ice cream.  I asked 

“Yes” group “What is your favorite flavor?” 

15 of them like chocolate flavor the best. 

5 of them like chocolate mint flavor better than vanilla flavor. 

Chocolate flavor is the most popular of all. 

It is a big surprise. (B評価) まとめ 

…er than ～ 

the …est of(in) ～ 

more … than ～ 

the most … of(in) ～ 

like ～ better than ～ 

like ～ the best of(in) ～ 
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３年２組 社会科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第６限 

場 所 ３年２組教室 

指導者 山本 佳依 

１ 単元名 生産と労働 
 

２ 本時の学習 

（１） 小単元名 企業の種類 

（２） ねらい 

 身近な消費財・サービスから、生産の主体である企業の経済活動について理解することがで

きる。                                （知識及び技能） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 誰がどのように生産しているのか子供達自身で気づくことができるように、自身の生活に根

差した製品を取り上げ、考えたり話し合ったりする活動を取り入れる。 

（４） 準備 

 授業プリント、授業の流れを示すためのスライド、学びの振り返り（フォーム） 

 

 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

３ 

 

 

 

１ 

 

 

 

１ 

 

 

Step2 

２ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 宿題の確認と交流をする。 

・自分の記録を発信する。 

・この日は〇〇があったから、家族で△△を

食べに行った。 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

３ 本時のゴールを確認する。 

 

 

４ 自分の記録から消費や購入したもの１つを

選ぶ。 

・夕飯のカレーライスにしよう。 

・お母さんと行ったコンサートにしよう。 

 

 

５ 選んだものを分析する。 

・意見交流しながら、選んだものがどんなも

のからできているのか考える。 

・（カレーライスなら）肉、ジャガイモ、人

参、カレールゥ、火、水、…。 

・それぞれの要素が、「どこで」「どんな人に

よって」作られているのか書き出す。 

・自分たちの身近なものが色々な人の手によ

って作られていることを実感する。 

  

 

 

 

・事前に１日の生活記録を取っておくよ

う指示しておく。 

・記録日の生活をなるべく細かく伝え合

うよう指示する。 

 

・課題をプリントに書くよう指示する。 

 

 

 

・ものが私たちの手元に届くまでの過程

を考え、知る１時間にすることを伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

・構成要素がなるべく多くなるよう、よ

く考えるように伝える。 

・他人からの意見も聞きながら、構成要

素を考えるよう指示する。 

・他の人の選んだものについても丁寧に

考えてアドバイスするよう伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

生活に必要なものは、どのように生産されているのだろう 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

６ 一人で全部作ろうとしたらどうか。 

・無理。できない。 

・たくさんの人と分担しながら、身の回りの

ものは作られている。 

 

 

７ 企業の生産活動を考える。 

・企業の立場に立って、生産に必要なものを

リストアップする。 

・材料を買わないといけない。 

・工場を建てないといけない。 

・働いてくれる人がいないといけない。 

・作ったものをいくらで売るか考える。 

 

 

８ 学習内容をまとめる。 

・今日の活動を踏まえて、家計の経済活動と

はどんなものなのか、自分の言葉で表現す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

９ 学び方の振り返りを行う。 

・フォームで送信する。 

・「分業」、「交換」の語句を確認させる。 

 

 

 

 

 

・生産要素（労働力・土地・設備）を押

さえる。 

・生産にかかった費用よりも高い値段を

つけて売ることで利潤を得ていること

を押さえる。 

 

 

 

 

・まとめは自分の言葉で作るよう伝え

る。 

◎生産に必要な要素を、考えながら表現

している。…思考・判断・表現 

（プリント、観察） 

 

 

 

 

 

 

・フォームのある場所を伝える。 

・操作が難しい生徒を補助する。 

 

 企業が資本で土地・労働力・設備を用意して生産し、生産したものをかかった 

費用よりも高い値段で売ることで利潤を得ている。 

 

課題 < 生活に必要なものは、どのように生産されているのだろう > 

 

    カレーライス ・・・・・・生産に必要な要素 ⇒ いくらで売る？ 

  ↗    ↑    ↖       ・工場        売上 ＞ 費用 

 ルゥ   人参    水       ・労働者 

                  ・材料 

Who？ 

 

Where？ 

企業が資本で土地・労働力・設備を

用意して生産し、生産したものをかか

った費用よりも高い値段で売ることで

利潤を得ている。 

まとめ 
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３年３組 数学科 学習指導案 
令和７年１１月２１日（金）第６限 

場 所 ３年３組教室 

指導者 渡邉  聡 

１ 単元名   相似な図形 

 

２ 単元の目標 

（１） 図形の相似についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化した

り、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

（知識及び技能） 

（２）図形の構成要素の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現することが 

できる。                        （思考力、判断力、表現力等） 

（３）図形の相似について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活

や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身

に付ける。                       （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・ 平面図形の相似の意味及び三

角形の相似条件について理解

している。 

・ 相似な図形の辺の長さを、相

似比を用いて求めることがで

きる。 

・ 平行線と線分の比の性質を用

いて線分の長さを求めること

ができる。 

・ 相似な平面図形の相似比と面

積比の関係について理解して

いる。 

・ 基本的な立体の相似の意味を

理解し、相似な立体の相似比

と表面積の比や体積比の関係

について理解している。 

・ 誤差、有効数字の意味を理解

し、近似値を a×10nの形に

表現することができる。 

・三角形の相似条件などを基に

して図形の基本的な性質を論

理的に確かめることができ

る。 

・平行線と線分の比についての

性質を見いだし、それらを確

かめることができる。 

・平行線と線分の比の性質など

を利用して、図形の性質を考

察することができる。 

・相似な図形の性質を具体的な

場面で活用することができ

る。 

・ 図形の相似の意味や、相似な

図形の相似比と面積比や体積

比の関係を考えようとしてい

る。 

・ 図形の相似について学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

している。 

・ 相似な図形の性質を活用した

問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしてい

る。 

 

４ 指導にあたって 

（１） 教材観 

 第２学年では、数学的な推論の過程に着目して、図形の合同に基づいて三角形や平行四辺形

の基本的な性質を見いだし、論理的に確かめ説明することを学習している。既習の図形の性質

や関係を論理的に整理し、体系付け、組み立てていくうえで、合同と相似は重要な概念であ

る。 

第３学年では、三角形の相似条件などを用いて、図形の性質を論理的に確かめ、数学的な推

論の必要性や意味及び方法の理解を深め、論理的に考察し表現する力を養う。そして、実生活

の中で図形の性質を利用する場面を見いだし、数学の実用性やよさについて実感できるように

する。さらに、基本的な立体についての相似の意味を理解し、相似な図形の性質を用いて図形

の計量ができるようにする。本単元は、図形の性質が成り立つ理由を数学的な表現を用いて説

明したり、統合的・発展的に捉えたりすることを通して、論理的に考察し表現する力を養うこ

とができる教材である。 
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（２） 生徒観 

 前期授業アンケートの結果から、「課題の解決に向けて、自ら主体的に取り組んでいる」生徒

が約 95％おり、授業に取り組む姿勢は前向きである。また、全体の場での発言には躊躇する生

徒もいるが、前期授業アンケート「他の人の考えや意見を自分の学びに生かしている」の肯定

的回答が約 91％で、授業の中で他者と交流する場面では積極的にかかわろうとする様子がよく

見られた。ただし、相手が固定化しているため、学びを深めるための交流となっていない場面

もある。 

 また、第２学年の図形の学習では、意欲的に取り組む生徒が多かった。図形が合同であるこ

とを証明する学習では、合同であることを示すために何がいえればよいかを事前に考え、その

方針に基づいて証明をすることを繰り返し指導してきたため、証明をすることへの苦手意識を

もっている生徒は減少した。今年度の全国学力・学習状況調査９（２）（３）の正答率が県平均

を上回っていたことからも、証明することや、条件を変えた場合について証明を評価・改善す

ることについては一定の成果が出たと考えられる。一方、９（１）については県平均を下回っ

ており、問題解決の過程を振り返って新たな性質を見いだすことに課題が見られた。 

 

（３） 指導観 

 本単元は、第２学年の「図形の合同」と密接な関係がある。合同と相似の違いを確認しなが

ら、まずは三角形の相似条件の定着を図りたい。そして、三角形の相似条件を基に図形の性質

を証明し、三角形と比などの定理を導いていく。その際、根拠や補助線をひく目的などを明確

にしながら論理的に考察できるよう、図や ICTを活用する。根拠を図示しながら互いに説明し

合うことで理解を深め、表現力を高めていきたい。さらに、証明を振り返って新たな性質を見

いだしたり、条件を変えた場合について検討したりする活動を取り入れ、統合的・発展的に考

察していく。相似比と面積比、体積比については、実生活と結び付け、具体的な場面で帰納的

に考えることで理解を深め、相似を利用できるようにしていきたい。  

 ３学年では、証明を書くことを含め、論理的な考察を簡潔・明瞭に表現できるようにするこ

とが重視されている。一斉で確認する場面においては、誤答や不十分な考えを取り上げ、生徒

の発言をつなぎながらよりよい表現へと高めていくことで、論理的に考察し表現する力を養い

たい。また、高中スタイルの自分で学び進める場面においては、生徒が対話によって理解を深

めたり、よりよい表現へと高めたりできるようにしていきたい。そのために、一人一人の学習

状況を見取り、目的に応じて生徒をつないだり、問い返したりするなど働き掛けていく。ま

た、生徒が必要に応じて既習を振り返ったり、他者参照したりしながら学び進められるよう、

ICTを活用した学習環境の充実にも努め、単元を通して、一人一人が論理的に考察し、よりよ

い表現へと高めていこうとする姿勢を養っていきたい。 
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４ 単元の指導・評価計画（総時数 26時間）（○…「評定に用いる評価」、●…「学習改善につなげる評価」） 

時 主な学習活動 知 思 態 評価規準 

１ 

タブレット上での２本の指の操

作によって、図形がどのように

拡大されているかを調べる。 
 ● ● 

図形をある点を中心に拡大する方法や拡大してできる図形

の特徴を見いだし、説明することができる。（行動観察） 

平面図形の相似の意味を考えようとしている。（行動観

察、振り返りシート） 

２ 
相似の意味と相似な図形の性質

を理解し、相似比を求める。 ●   
相似な図形の性質や相似比の意味を理解し、相似比を求め

ることができる。（行動観察、ノート） 

３ 

相似の位置にあることの意味を 

理解し、ある図形と相似の位置

にある図形をかく。 
●   

相似の位置にあることの意味を理解し、ある図形と相似の

位置にある図形をかくことができる。（行動観察、ノー

ト） 

４ 

相似な図形の辺の長さを求め

る。 ●  
 

 

相似な図形の辺の長さを、対応する辺の比やとなり合う辺

の比が等しいことを使って求めることができる。（行動観

察、ノート） 

５ 
三角形の相似条件を考える。 

 ●  
三角形の相似条件を、三角形の合同条件をもとにして考

え、説明することができる。（観察、ワークシート） 

６ 

２つの三角形が相似かどうか

を、三角形の相似条件を使って

判断する。 
●  ● 

三角形の相似条件を利用して、２つの三角形が相似かどう

かを判断することができる。（ノート） 

三角形の相似条件を学習に生かそうとしている。（行動観

察、振り返りシート） 

７ 
三角形の相似条件を利用して相

似であることを証明する。  ●  
三角形の相似条件を利用して、図形の性質を証明すること

ができる。（行動観察、ノート） 

８ 
直接には測定できない距離や高

さを、縮図を利用して求める。  ●  
相似な図形の性質を具体的な場面で活用することができ

る。（行動観察） 

９ 

誤差や有効数字の意味を理解

し、測定値を a×10nの形に表

す。 
●   

誤差の意味や有効数字の意味を理解し、測定値を a×10nの

形に表すことができる。（行動観察、ノート） 

10 

基本の問題に取り組む。 

〇  ● 

基本的な問題を解決することができる。（行動観察、ノート） 

図形の相似について学んだことを学習に生かそうとしてい

る。（行動観察、振り返りシート） 

11 

ノートの罫線を利用して３等分

できる理由を考える。 
 ● ● 

相似な図形の性質を具体的な場面で活用することができ

る。（ノート） 

図形の相似について学んだことを生活に生かそうとしてい

る。（行動観察） 

12 

三角形と比の定理を証明し、そ

れを利用して線分の長さを求め

る。 
●   

三角形と比の定理を利用して、線分の長さを求めることが

できる。（行動観察、ノート） 

13 

三角形と比の定理の逆を証明

し、それを利用して２つの線分

が平行かどうかを考える。 
●   

三角形と比の定理の逆を利用して、２つの線分が平行かど

うかを判断することができる。（行動観察、ノート） 

14 

中点連結定理を見いだし、説明

する。  ●  

中点連結定理を、相似な図形の性質や三角形と比の定理と

その逆をもとにして見いだし、説明することができる。

（行動観察、ワークシート） 

15 

中点連結定理を利用して、図形

の性質を証明する。 
 ● ● 

中点連結定理を利用して、図形の性質を証明することがで

きる。（行動観察、ノート） 

相似な図形の性質を活用した問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしている。（振り返りシート） 

16 
平行線と比の定理を見いだし、

説明する。  ○  
平行線と比の定理を、三角形と比の定理をもとにして見い

だし、説明することができる。（行動観察、ワークシート） 

17 
平行線と比の定理を利用して線

分の長さを求める。 ●   
平行線と比の定理を利用して線分の長さを求めることがで

きる。（行動観察、ノート） 

18 
平行線と比の定理を利用して、

図形の性質を証明する。  ○  
平行線と比の定理を利用して、図形の性質を証明すること

ができる。（行動観察、ワークシート） 
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19 
基本の問題に取り組む。 

○   
基本的な問題を解決することができる。（行動観察、ノー

ト） 

20 

相似な三角形について、相似比

と面積比の関係を調べる。 
 ● ● 

相似な平面図形の相似比と面積比の関係を見いだし、説明

することができる。（行動観察、ノート） 

相似な平面図形の相似比と面積比の関係を考えようとして

いる。（行動観察、振り返りシート） 

21 
相似な図形の相似比と面積比の

関係を調べる。 ●   
相似な平面図形の相似比と面積比の関係を理解している。

（行動観察、ノート） 

22 

相似な平面図形の相似比と面積

比の関係を利用して、具体的な

問題を考える。 
 ●  

身のまわりにあるものを図形とみなして、相似な平面図形

の相似比と面積の関係を利用して問題を解決することがで

きる。（行動観察、ノート） 

23 

立体の相似の意味を知り、相似

な立体の相似比と表面積の比や

体積比の関係を考える。 
●   

立体の相似の意味及び相似な立体の相似比と表面積の比や

体積比の関係を理解している。（行動観察、ノート） 

24 

相似な立体の相似比と表面積の

比や体積比の関係を利用して、

具体的な問題を考える。 
 ○  

身のまわりにあるものを立体とみなして、相似な立体の相

似比と体積比の関係を利用して問題を解決することができ

る。（行動観察、ノート） 

25 

基本の問題に取り組む。 

○  ○ 

基本的な問題を解決することができる。（行動観察、ノート） 

単元の学習を振り返り、学んだことを生活や学習に生かそ

うとしたり、問題解決の過程を振り返って評価・改善しよう

としたりしている。（行動観察、振り返りシート） 

26 

章の問題に取り組む。 

○ ○  

基礎的な概念や定理等を理解し、数学的に表現・処理する 

ことができる。また、図形の性質や計量について論理的に 

考察し表現している。（行動観察、ノート） 
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５ 本時の学習（１８／２６） 

（１） 小単元名 平行線と比 

（２） ねらい 

相似な図形の性質や平行線と線分の比の性質を利用して、三角形の角の二等分線の性質を証明

できる。                        （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 教科の見方・考え方を踏まえて子供に委ねる工夫  

 学びの足跡を端末に蓄積しておくことで、生徒が既習事項をいつでも振り返り、活用しなが

ら考えられるようにする。その中に思考の手掛かりとなる２種類の型（アポロ型、砂時計型）

を示しておく。また、オクリンクプラスを活用して補助線等をかきこんだ図を共有し、生徒が

考える際の手掛かりとしたり、交流相手を選ぶ参考としたりすることができるようにする。 

（４） 準備 

 ワークシート、クロムブック 

（５） 指導過程 

時間 学 習 活 動 指導上の留意点（・）と評価（◎） 

Step1 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step2 

３１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 二等辺三角形の頂角の二等分線の性質をも

とに、三角形の角の二等分線の性質を予想す

る。 

・二等辺三角形のとき、頂角の二等分線は底

辺を２等分にしていたな。 

・他の三角形の場合はどう

なるんだろう。 

・線分の長さを測ったら、 

ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣ 

になった。 

 ・友達の三角形もＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣに

なったから、どんな三角形でもＡＢ：ＡＣ

＝ＢＤ：ＤＣになるといえそうだ。 

 

 

２ 本時の課題をつかむ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 証明する方法を考える。 

・どうやって証明したらいいんだろう。 

・線分の比が等しいことの証明なら相似な図

形の性質が使えそうだ。 

 ・三角形と比の定理も使えそう。 

・でも、相似な三角形が見つからない。 

・アポロ型や砂時計型があれば証明できるか

もしれないな。 

 

・図形の性質を証明したり、線分の長さを求

めたりするときに、補助線をひいていた

よ。 

・前時までの学習（図形の性質や平行線

と比の定理の証明）を振り返り、補助

線をひくことで証明できたことを確認

する。 

・二等辺三角形の頂角の二等分線の性質

を確認し、本時の学びにつなげる。 

 

 

 

 

 

・何種類かの三角形を配り、実際に測っ

た結果を比較することで、角の二等分

線の性質を予想できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・毎時間の学習のまとめのスライドを端

末に蓄積しておき、生徒が必要に応じ

て既習を想起できるようにする。 

 

・証明の手掛かりをつかめない生徒に

は、線分の比が等しいことをいうため

にどんな方法があったかを、スライド

を見ながら振り返るよう促す。 

 

 

三角形の角の二等分線の性質はどう証明できるだろう？ 

問 △ABCの∠Aの二等分線と辺BCとの交点をDと

すると、AB：AC＝BD：DC となります。 

このことを証明しなさい。 

 

二等辺三角形の 

頂角の二等分線は 

底辺を垂直に 

２等分する。 
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・今回も補助線をひいたら証明できるんじゃ

ないかな。 

・どう補助線をひけばよいかわからない。 

・相似な三角形を見つけたときも線分の比を

考えたときも、平行線がポイントになって

いたよ。平行線をひいてみたらどうかな。 

・点Ｄを通り、ＡＢに平

行な直線をひいてみた

けれど、相似な三角形

が見つからない。 

・どんな補助線をひいた

らＡＢ、ＡＣ、ＢＤ、

ＤＣが含まれるような図形が見つけられる

だろう。 

 

・図形の向きを変えて考え

てみたら、アポロ型にな

りそうだ。 

・アポロ型の線分ＥＣ、 

ＢＣにあたる補助線をひ

けばよさそうだよ。 

・砂時計型だったら、線分

ＡＤを点Ｄの方向に延長

して、点Ｂを通り、線分

ＡＣに平行な線をひけば

できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アポロ型は、ＢＡ：ＡＥ＝ＢＤ：ＤＣがい

えそう。 

・砂時計型だと、ＦＢ：ＡＣ＝ＤＢ：ＤＣが

いえそうだ。 

・ここから結論にいくにはどうすればいいの

かな。 

 ・アポロ型の場合、ＡＤ‖ＥＣから錯角、同

位角が等しいから、 

∠ＢＡＤ＝∠ＡＥＣ、∠ＤＡＣ＝∠ＡＣＥ

仮定から、∠ＢＡＤ＝∠ＤＡＣ 

だから、∠ＡＥＣ＝∠ＡＣＥがいえるから

△ＡＣＥは二等辺三角形だと分かる。 

 ・つまり、ＡＣ＝ＡＥが成り立つんだね。 

 ・ＢＡ：ＡＥ＝ＢＤ：ＤＣより、 

ＡＢ：ＡＣ＝ＢＤ：ＤＣが証明できた。 

 

 

 

 

・補助線をひく際の手掛かりになるよ

う、以下の２種類の型をスライドに載

せておく。 

 

 

 

 

 

   アポロ型     砂時計型 

 

・結論にたどり着くことが難しい補助線

をひいている生徒には、それで結論を

導くことができるかを問い、再思考を

促す。 

 

・思考したり交流相手を見つけたりする

手掛かりとなるよう、補助線をかきこ

んだり、等しい線分や角に印をつけた

りした図をオクリンクプラスで共有す

る。 

 

・どの型を手掛かりとして証明を進めて

いるかを見取り、同じ型を基に思考し

ている生徒同士をつなぐことで、生徒

が対話をしながら考えを深められるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・補助線をひくことで新たに分かった性

質を図にかきこむよう促し、アポロ型

の△ＡＣＥと砂時計型の△ＢＦＡが二

等辺三角形であることに気づけるよう

にする。 

・他者との対話によって理解を深めた

り、問い返して根拠を明確にしたりす

ることで、証明を書き進められるよう

にする。 

・証明ができた生徒には、他の生徒の証

明と比較しながらよりよい表現となる

よう改善したり、他の方法でも証明で

きないか考えたりするよう促す。 

 

◎三角形の角の二等分線の性質を相似な

図形の性質や三角形と比の定理を利用

して証明している。 

…思考・判断・表現 

（行動観察、ワークシート） 
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（６） 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step3 

７ 

 

 

 

 

 

 

５ 

４ 課題に対するまとめを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 振り返りをする。 

 

・補助線のひき方や使う型が異なっても

既習の性質を活用することで証明でき

ることに気づけるよう、数名の証明を

共有する。 

 

 

 

 

・次時の学びに活かすために、学び方と

学んだことを振り返る。 

 

（例）三角形の角の二等分線の性質は、補助線をひき、相似な三角形の性質や

三角形と比の定理を利用することで証明できる。 

課題 <三角形の角の二等分線の性質はどう証明できるだろう？> 

             三角形の角の二等分線の性質は、補

助線をひき、相似な三角形の性質や

三角形と比の定理を利用することで

証明できる。 

まとめ 問 △ABC の∠A の二等分線と 

辺 BC の交点を D とすると 

AB：AC＝BD:DC となります。 

このことを証明しなさい。 

二等辺三角形の頂角の二等分線は 

底辺を垂直に二等分する。 
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